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 南丹市は、2006（平成 18）年 1月 1日に園部町、八木町、日吉町、美山町の 4町が合併し

誕生しました。2008（平成 20）年に策定した「南丹市総合振興計画」（以下、「第 1次計画」）

では、『森・里・街がきらめく ふるさと 南丹市』を将来像として設定し、将来像の実現をめ

ざして総合的かつ計画的にまちづくりを進めてきました。 

 地方分権の流れの中、2011（平成 23）年の地方自治法の改正により、総合振興計画（基本

構想）については法律上の策定義務がなくなり、策定については各自治体の判断に委ねられ

ています。しかし、南丹市を取り巻く社会情勢の急激な変化等により、これまで以上に、自

立した自治体経営と地域特性を生かした総合的なまちづくりが求められています。 

 また、2015（平成 27）年度に策定した「南丹市人口ビジョン」では、2060 年には人口が

18,000 人程度にまで減少することが予測されています。少子高齢化による人口構造の変化や

人口減少は、南丹市における経済活動やコミュニティ活動等の活力を衰退させ、ひいては南

丹市における安定した生活・暮らしそのものの存立を脅かす事態になることが危惧されます。 

 このような状況認識のもと、南丹市では「定住促進」を市の最重要課題のひとつとして定

め、2014（平成 26）年度に「南丹市定住促進アクションプラン」を、さらに 2015（平成 27）

年度には「南丹市地域創生戦略」を策定し、定住促進の取り組みを総合的かつ効果的に進め

ています。 

 本計画においても、「定住促進」を重点テーマとして掲げるとともに、南丹市の魅力や特徴

を十分に発揮しつつ、社会情勢の変化等によるさまざまな課題に対応し、将来にわたって持

続可能なまちづくりを進めるため、2018 年度以降の『まちづくりの方針』となる「第 2次南

丹市総合振興計画」を策定します。 
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 計画の策定過程にあたっては、市民意識調査や市民ワークショップ（なんたんキャラバン）、

パブリックコメント（市民意見募集手続）などの機会を通じて、広く市民の意見を集約して

います。また、南丹市のまちづくりを進めるための考え方や基本方針を、市民の視点に立ち、

簡潔でわかりやすく� した計画としています。 
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 人口減少や少子高齢化、地方創生の取り組みなど、社会� 流が南丹市にもたらす�� を的

� に�� し、これらに�	 かつ
� に対応する計画としています。 

 

��� �$ $$$� �� �%&��%&��%&��%&��' '' '() ()() ()� �� �*�*�*� *�� �� �+ +++,-.,-.,-.,-.� �� �/ // /0�0�0� 0��� ���� ��� ���

 第 1 次計画に基づき、分�
 との� 策を定めた�� 計画との�� を� 化するとともに、�

策
 とに成果�� を掲げることで進 �
���

�� を�� にし、実効性を高めた計画としています。 
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 第 2 次南丹市総合振興計画は、「基本構想」「実� 計画」の 2 � により構成します。 

それ� れの�� と�� は、次のようになっています。 

 

��� �� �� �� �� �1234123412341234� ���

 南丹市がめざすまちづくりの基本� やめざす! き将来の方" 性を�� に� し、市民、事

#$ の%さんと&' するとともに、それらを( 現化するための成果�� を掲げ、その) 成の

ための* 策や� 策の方針を体+ 的に定めます。 

 計画�� は、2018 年度から 2027 年度の 10年� ですが、社会経済情勢や市民ニー, の急激

な変化にも対応できるよう、5年をめどに見- しできるものとします。 

 

��� �� �� �� �� �,5��,5��,5��,5��� ���

 基本構想に定めた� 策の方針を.* 的な/ づけをもって実� していくために、( 体的な事

# として� すものです。3 0 年の計画を1 ーリン2 方3 により4 年度策定し、実効性の高い

ものとします。 
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第 1 次計画では、基本構想、基本計画、実施計画の 3 層で構成されていましたが、第 2 次計画で

は基本構想と実施計画の 2 層構成とします。 
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 定住促進の取り組みを総合的かつ効果的に進めていくため、2015（平成 27）年度に「南丹

市地域創生戦略」（計画��5 20156 2017 年度）を策定しました。第 2 次南丹市総合振興計

画においても「定住促進」を重点テーマとしており、戦略の計画�� となる 2017年度までは、

南丹市地域創生戦略の各� 策を本計画の重点� 策と89 づけます。 
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 : 市計画マ;< ープランや地域=> 計画など、?� する�� 計画等との@合をA ります。 
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 第 2 次南丹市総合振興計画を策定するにあたっては、市民とB* がともに南丹市のC 来を

考える計画づくりを策定方針としました。そのため、市民意識調査やD 体E アリン2 、市民

ワークショップ、パブリックコメント（市民意見募集手続）などを通じて、市民が計画策定

に? わる機会をFG く設けました。市民H 人ひとりのニー, や意見をI み上げた上で、JK

において各課E アリン2 やJK ワーキン2 等を実� し、計画のLM をN 成しました。南丹市

総合振興計画OP 会Q のRS ・TU を経たV 、市P 会のPW をX て、「第 2次南丹市総合振興

計画」の策定となりました。 

以下に、第 2次南丹市総合振興計画の策定体Y を� します。 
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 南丹市は、Z:[ の\]^ ん中に89 しており、_ は=`a やbca 、南はdea やfg

[ 、h はi 部市やZ 丹j 町、k はZ: 市やlm 市にn しています。oI は 616p40 q で、Z:

[ の 13p4r をs めるf きなまちです。 

 地勢については、tu かな自v にw まれた地域となっています。fx を丹j 山地がs め、

_ 部をyz{ が、中・南部を|{}+ の~{ （f•{ ）が流れ、その� にいくつかの山�€

地が• 成されて、南部はlm€ 地につながっています。年の平‚ƒ„ は 13 度…V で、山†K

‡ 性ƒˆ となっています。 

 2016（平成 28）年 3月には美山地域の\]‰ 域と日吉・八木地域のH 部が、Z: 丹j 高L

Š 定‹ 園に� 定されました。 

 Œ• については、市の_ 部にŠŒ 162 Ž 、南部にŠŒ 7 Ž やŠŒ 477 Ž 、ŠŒ 372 Ž 、Z

:•• 自動‘Œ が’ っています。また、市K を’ る各[Œ がŠŒQ のアク“;Œ• となって

います。 

 ”Œ については、南k のZ: 市から_h にかけて•– 山† 本—が’ っており、Z: 市など

の通˜™ にあり、Z: ・園部� はš— 化されています。 
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 南丹地域は、Z:[ とdea にまたがる「丹j 」の南部のことで、現› の南丹市、lm 市、

Z 丹j 町をœ• 地域です。ž くは丹jŠ のŠ[ やŠ 分Ÿ がおかれ、丹jŠ の* 治・  化の中

¡ 地として丹jŠ を¢ え、各£¤ の権力$ からも重視されるなど、わがŠ の¥¦ において重

要な�� を果たしてきました。 

 南丹地域のG くは森§ で、丹j 高L と丹j 山地の中に、いくつもの€ 地や¨ がつくられて

います。これらの中に© 下町やª« がつくられ、山に¬ まれたそれ� れの地域が­ 自の生活・

  化・経済™を• 成してきました。また、丹j 高L を平地分}® として、¯ 平° に±²~{

と日本³ に±²yz{ の´ つのµ なる}+ があり、それ� れにµ なる生活  化™として¶ ん

できました。また、山† 街Œ、山†žŒ 、· 山街Œなど各方o を¸¹ 街ŒがB きº う地域で

もあり、º 通の要» として発¼し、街ŒにはG くの人や½¾ がB きº いました。このように

南丹地域は、さまざまな人的・½的¾¿ によって、: や日本の¥¦ を¢ え、£ に¥¦ を動か

してきた地域です。 

 そして、2006（平成 18）年 1月 1日、Z:[À`Á の園部町、八木町、日吉町およÂ_Ã

ÄÁ 美山町の合併により「南丹市」が誕生しました。 
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 Å 年の南丹市の総人口は、1770（平成 2）年から 1775（平成 7）年にかけてややÆÇ しま

したが、それ以降は減少が続き、2015（平成 27）年現› で 33,145 人となっています。 

 また、年齢構成のÈÉ を見ると、1770（平成 2）年は年少人口（06 14 Ê ）が 17p0r 、高

齢$ 人口（65 Ê 以上）が 18p5rË ったものが、2015（平成 27）年には年少人口が 10p8r 、

高齢$ 人口が 33p5r と少子高齢化が進B しています。 
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園部 16,766 人 るり渓、生身天満
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市役所本庁がある市の中心地域。大学や専修学校など教

育機関も多数あり、若い世代の人口も多い。自然公園や

歴史資源が多数ある。 
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寺社仏閣が多く残る地域。JR 山陰本線や京都縦貫自動

車道が通っており、交通の便が良い。 

日吉 4,940 人 日吉ダム、スプリン
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「京都のへそ」と呼ばれる地域。スプリングスひよしのグラ
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充実している。 

美山 3,824 人 かやぶきの里、大

野ダム公園など 

豊かな自然があり、伝統的なかやぶき民家が残る地域。

古き良き原風景を生かした観光産業に注力している。 
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 多様

多様多様

多様で

でで

で活発

活発活発

活発なまちづくり

なまちづくりなまちづくり

なまちづくり活動

活動活動

活動 
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 南丹市

南丹市南丹市

南丹市の

のの

の住

住住

住みやすさについて

みやすさについてみやすさについて

みやすさについて����
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■南丹市は住みやすいまちだと思われますか。 
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○調査対象：南丹市に住む 18歳以上の市民から 2,500 人を無作為に抽出 

○調査方法：郵送配布・郵送回収 

○調査期間：2017（平成 29）年 4月 28 日～2017（平成 29）年 5月 12 日 

○回収状況：送付数 2,500 通、有効回収数 683 通、回収率 27.3％ 
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 住

住住

住みやすさの

みやすさのみやすさの

みやすさの理由

理由理由

理由����

 南丹市は「住みやすい」または「どちらかというと住みやすい」とÛT された方（437件）

について、その�y は「自v 環境にw まれているから」が 77p5r と最もG く、次いで「Åå

づきあいがしやすいから」が 27p2r 、「買い½など日ã 生活に便利Ë から」が 21p7r 、「ßà

や=> サービ; が充実しているから」が 20p5r となっています。 

 2012（平成 24）年度調査とØÚ すると、「Œ• が@っているから」、「防犯や防災のo で安

¡Ë から」が減少しています。 
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 住

住住

住みにくさの

みにくさのみにくさの

みにくさの理由

理由理由

理由����

 南丹市は「どちらかというと住みにくい」または「住みにくい」とÛT された方（235件）

について、その�y は「”Œ やバ; が不便Ë から」が 64p3r と最もG く、次いで「買い½な

ど日ã 生活に不便Ë から」が 57p4r 、「企# などの働くä が少ないから」が 38p3r となって

います。 

 2012（平成 24）年度調査とØÚ すると、「市外Q の通˜ 通Ì に不便Ë から」、「余暇や娯楽

を楽し• 機会が少ないから」がÆÇ しています。 
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 今後

今後今後

今後の

のの

の定住意向

定住意向定住意向

定住意向について

についてについて

について����

 「ずっと住み続けたい」または「当分は住み続けたい」とÛT された方は 67p3r と、市民

の 3人に 2人が南丹市に「住み続けたい」とÛT されています。 

 H 方、「どちらかといえï そう思わない」または「そう思わない」とÛT された方は 10p6r

と、市民の 1 � が「住み続けたくない」とÛT されています。 
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無回答

そう思わない
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どちらともいえない

当分は住み続けたい

ずっと住み続けたい

平成�� 年

平成�� 年



23 
�

⑤

⑤⑤

⑤ 

  

 望

望望

望まれる

まれるまれる

まれる南丹市

南丹市南丹市

南丹市の

のの

の将来

将来将来

将来について

についてについて

について����

 「高齢$ や障がい$ が安¡ して暮らせる=> のまち」が 52p3r と最もG く、次いで「子Ñ

てしやすく、子どもたちが� るくÑ つまち」が 47p7r 、「災害に� く、犯罪や事故のない安

¡ ・安‰なまち」が 40p1r となっています。 
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 キックオフ

キックオフキックオフ

キックオフ講演会

講演会講演会

講演会・ワークショップ

・ワークショップ・ワークショップ

・ワークショップ����

 本計画の策定にあたっては、市民の生の声をできる限り集め、計画づくりに反映させるこ

とを特徴としています。7 月中下旬に開催する市民ワークショップ（なんたんキャラバン）

の…に、機運づくりとしてキックオフ講演会とワークショップを開催しました。 

 当日は、はじめに総合振興計画の取り組み方針や策定状況などの説� があり、そのV ワー

ク 1 として、参Ç$H 人ひとりの現› の暮らしと 10 年V の� 想の暮らしを、「仕事」「家族」

「住まい」「休日」「Åå ・地域」「友人?á 」などの項目に沿って発表し合いました。 

 講演のV 、ワーク 2では、ワーク 1の¸ 果を踏まえて、10年V の南丹市での� 想の暮らし

をテーマに話し合い、イメージを&' し合いました。 
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○開 催 日 時：2017 年 7月 2日（日）16時 30 分～19 時 

○開 催 会 場：南丹市役所 

○当日参加者：24名 

○プログラム：はじめに（総合振興計画策定について） 

   �     ワーク 1「南丹市での暮らしを考えよう」 

   �     講演「今後の暮らしで大切なことを知る」（講師：山崎亮） 

   �     ワーク 2「10年後での南丹市での暮らしを考えよう」 
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 市民

市民市民

市民ワークショップ

ワークショップワークショップ

ワークショップ（

（（

（なんたんキャラバン

なんたんキャラバンなんたんキャラバン

なんたんキャラバン）

））

）����

 キックオフ講演会・ワークショップの¸ 果をもとに、7月 13日（木）6 7 月 24 日（月）の

� の 6 日� 、12 会ä （各４町 3 Ûずつ）にて、市民ワークショップ（なんたんキャラバン）

を開催しました。 

 合計 75 人の参Ç$ が集まり、キックオフの£ と同じく６つのテーマ（環境¾¿ の活用／南

丹ブランド／災害Q の備え／保û ・ßà ・=> ／地域ÐÑ ／地域コミュニティ）で話し合い

をB いましたが、どの会ä でもG くの意見やアイデアがõ されました。 

 各４町それ� れで開催したこともあり、南丹市‰体に& 通する意見やアイデアの\ か、各

４町の地域特性に沿った意見やアイデアもõ されました。 

 各４町特' の意見やアイデアとしては、園部地æや八木地æでは、駅…の空き店舗の活用

方法やものづくりのまちとしてのブランドづくり、美山地æや日吉地æでは、自v¾¿ を生

かしたéê プ12 ラムづくりや地域コミュニティの活性化策などがありました。 

 なお、市民の%さんの「やりたいこと」「やる! きこと」についての意見やアイデアを活用

し、本計画の� 冊として「ビジョンマップ」をN 成します。 
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■市\ ワーク] ョ� プか%出た市\ の主なT` ・アイデア 

テーマ 主な意見・アイデア 

環境資源の活用 

○企業のモデルフォレスト・モデルファームの取り組みをさらに進める。 

○太陽光発電やバイオマスの活用などにより、エネルギー自給率の高いまちにする。 

○山の恵みである木質バイオマスが日々を支えるエネルギーとして定着しているまちにす

る。 

○1 週間ぐらい農林業などを体験できるプログラムを開発する。 

○黒大豆や壬生菜など、特産品の野菜を使った加工品の開発を進める。 

○草刈りツアーで起業する。都市部の高齢者に田舎で草刈りをしてもらうことで、農業の

マンパワーの確保と健康づくり、生きがいづくりにつなげる。 

○南丹市で独自に、環境に優しい農家の認証制度をつくる。 

○狩猟の魅力を伝えて猟師を育成するハンティング学校を開校する。またジビエ料理の産

業化をより一層進める。 

南丹ブランド 

○廃校などを農村体験や宿泊できる施設にする。 

○市内の地域資源をつなげ、周遊性のある観光プログラムが必要である。 

○エコの乗り物を活用した里山観光を実施してはどうか。 

○南丹市では何でもないようなものや体験が、市外では価値に変わる。 

○草刈り機やチェンソーの使い方、トラクターの運転の仕方など、田舎力養成塾を開講す

る。 

○アウトドア関連の学校を設立し、スポーツインストラクターを講師にする。 

○林業体験ツアーを地域と行政がタイアップして企画し、募集する。 

○昔ながらの工場見学ができるようにする。 

○助け合いのきっかけや商店街の活性化につながるよう、地域通貨を導入する。 

○商店街などの空き店舗を活用した創業・起業を支援するしくみをつくる。 

○駅前はガランとしていて、もっと人の流� を創る工� が必要である。 

○駅前の通りの空き店舗をギ� ラ� ーにする。 

○�� 家� ェアハウスをたくさ� つくる。 

○農のある	 らしができる
��
� の� ッ� にする 

��� の� え 

○地域の�� が自� たちで地域を� いてマップをつくる。 

○� ども� けのイ� ントが、結果�� につながるようなプログラムをつくる。 

○家と��� のウォー� ングを通� て、日 から��!" ができる#$ をつける。 

○%年集&'( が) えているので、日 から�� 意* を高めて+ くことが大, である。 

○-�. の/ い0 が12 している。-�.3 を確保するため、�� ットをつくってはどう

か。（45.3 はスーパーで 5678 ） 

○��9 の�� 場� が、: の� こう; になっていて、チェックが必要ではないか。 

○電< が使えなくなった9 のイ� ージを体験できるイ� ントを実施する。 

○高齢者= けでなく、> い?@ とも��9 に連A が取� る方B をC えて+ く。 

○DE の�� のFG をH る機I をつくる。 

�

� �
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テーマ 主な意見・アイデア 

 

保健・JK ・LM  

○健康であることが何よりNO であるため、まP 健康QR に� けた取り組みをS げていく。 

○+ しT�� イクをU しV+W あちT� や+ しT� をU しV+� いちT� を) やす。 

○X な� た� 体YZ をつくり、南丹市[ 域でラジオ体Y を\] さ^ る。 

○ラン_ ングやウォー� ングなど、健康` にab したcd のe をS げる。 

○f 育や地産地- のg 進、h?@i 流ができるように、地域fj をつくる。 

○高齢者のklm しやn い物などをo ポートする地域p ランティアを育成する。 

○み� なで� どもを見q� る地域づくりが必要である。 

○%� の+� いちT�+W あちT� が� 育てにr 力してく� るような関s 性づくりが必要

である。 

○認Ht になってもu< で	 ら^ る地域になることが大v である。 

○w 高齢xI に� けて、人と人とのi 流や
 場� づくりが必要である。 

○農業の/ い0 づくりとy がいのある人の� ハビ� をz{ た農L 連| の取り組みをさらに

進め、} もがU しく	 ら^ るまちになって~ しい。 

○地uJK 施設のスタッフの• 実に€• したい。 

地域‚ 育 

○hƒ な学„ があり、� どもたちの
 場� にもなるフ� ースクールをつくってはどうか。 

○南丹市の� どもたちが市内…地域のことが学† るように、‚ 育� 泊を実施する。 

○コl‡_ ティ・スクールの制度を活用し、地域の高齢者が� どもたちに昔の遊„ やˆ な

どを‚ える。 

○地域のFG 講‰など、伝Š‹ 化を伝える‚Œ をつくる。 

○地域のい•� な大人たちと� どもが関わ� る機I をもっと) やす。 

○生活のH 恵など、農業や� 育てに関することなどを> い?@ に‚ えら� る環境づくり。 

○南丹市の地域資源を生かした���‡ ラムをつくり、都I からも入学したくなるような

学校づくりを行う。 

○Ž 部地域などで•& 高一•‚ 育を実施する。 

地域 

コl‡_ ティ 

○あいさつは日‘ 生活の’“” である。[ 市を• げてのあいさつ運– を実施する。 

○—˜ りなど、地域の伝Š 行, を™活さ^ る。 

○� どもと一š に› 加できるイ� ントなどがたくさ� あって~ しい。 

○地u のœきなとこ• を 10 • えるようになる。 

○ž0 Ÿ で � ンド成人¡ を実施するなど、南丹市を¢� た人がまた£ ってくるしくみをつ

くる。 

○¤ ターン者や¥ ターン者が) えてu< なコl‡_ ティになって~ しい。 

○南丹市¦� の外国人とi 流できる機I をつくる。 

○S 域でのi 流が§ 進さ� るように、もっと¥¨� ードが© 用できるようにする。 

○ª が運転できない高齢者が家に«� こもらないようにする。 

○電¬y� を­a^P 、通®¯ 度が¯ く、どこでもネットができるように、°± 通®N²

を• 実さ^ て~ しい。 

Ñ„�Ò M;�)$OP=Q�abTÞ/ 
 A���áåÌÀÁŒæÂ4�á�TM; õ @

X% Ó jâð˜¿ tˆ ¿CÎ Ô !Ge$q&�

� �
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■将来のまちのすがた構想図�
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まちづくりの基本方針 基本施策 

１．つながりのあるまちづくり 

【人権・コミュニティ・協働】 

（１）人権の尊重 

（２）男女共同参画社会の推進 

（３）地域コミュニティ活動の活性化 

（４）協働のまちづくりの推進 

（５）交流活動の推進 

２．健やかで幸せに暮らせるまちづくり 

【保健・子育て・医療・福祉】 

（１）健康づくりの推進 

（２）地域福祉の推進 

（３）子育て支援の充実 

（４）高齢者福祉の充実 

（５）障害者福祉の充実 

（６）地域医療体制の充実 

（７）社会保障の充実 

３．学び楽しむまちづくり 

  【教育・文化・スポーツ】 

（１）家庭教育や幼児教育の充実 

（２）学校教育の充実 

（３）生涯学習の推進 

（４）伝統文化の継承 

（５）生涯スポーツ環境の充実 

（６）青少年の健全育成 

４．自然と共生したまちづくり 

  【環境】 

（１）自然環境の保全 

（２）生活環境の向上 

（３）地球環境の保全 

（４）資�� 環� 社会の� 成 

５．活� とに� わいのあるまちづくり 

  【�� 振興】 

（１）	
 の振興 

（２）� コツー� ズムの推進 

（３）
� の振興 

（４）�� の振興 

（５）�� の振興 

（６）�� の振興 

（７）�� の� 定 

�
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まちづくりの基本方針 基本施策 

６．� 全・�� なまちづくり 

【���� 】 

（１）� 害対策の充実 

（２）�� 活動の� 化 

（３）交通� 全対策の� 化 

（４）�� ・� 急体制の充実 

（５）�� 生活の� 定と向上 

７． しく!" なまちづくり 

【# 市基$ 】 

（１）# 市計画の推進 

（２）市%地の充実 

（３）&	 の保全・� 成 

（４）'( ・) 地の*+  

（５）住, ・住環境の充実 

（６）上-. の充実 

（７）/-. の充実 

（0 ）12 環境の*+  

（3 ）.45 の67  

（10）' 共交通の充実 

（11）情8 通9 基$ の充実 

0 ．効率: ・効;: な<=>  

によるまちづくり 

（１）?@� のある=>AB の推進 

（２）<>C ーD スの向上 

�
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. 性的指向�
3 恋愛† 性愛Y どう( う対象� 向! う3!� 示- 概念=y り? 具体的�
? 恋愛† 性
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現状と課題 

目標指標 

10 年後のビジョン 
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;û?$OP=QCR<$q&�

�

���� ��� �� ��� ŽË•žŽË•žŽË•žŽË•ž� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

� � Ï 国a 交WCR<�����[ 然˜ 文{�ª;!C ™q? 世界�ˆ l A 国� C ç ûG>

Xà³� 多ö j 交W�à?$OP=QCR<$q&$%��á� 国a 理x C 
 <?%

<� 国a 交W� 関q?åÌÀÁŒæÂ˜ ø 学教÷ C uv !$q&�

� � Ï �á�`? 国a 交WÇ K � 支m C図Q$q&�

� � Ï 在¸ O国ˆ�Õ!� 学S �� ˜ no ¯ 業7v —QÎ � « I� z <?jô� Ê 適�ª;

§?#œ �� � 整i � z <$q&�
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国内O �@$K$jS•˜ˆ l A� 交W�œƒ{q?`³ 支m !$q&�
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施策の方向 

市民に期待する取り組み 
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市民ワークショップでの市民からの意見やアイデア 

�

$OP=Q�abTÞ) ùú Nj�Q�à?$OP=Q/� 関連!%��áåÌÀÁŒæ

Â4�áM; 出@X% Ó jâð˜¿ tˆ ¿CÎ Ô !$q&�

 

lm つながりのあるまちづくりn 人o ・@ABC テD ・p
q  

基本施策 主なT` ・アイデア 

S•žŸ ¡¢

£œ•�œƒ{ �

Ï àe@N�� 常#œ� ' ßû 4à?& 全�C l ÏG�àe@N • •

CI 施q?&�

Ï ¸ç4e?A} —C) q :/A R û?$O�q?&�

Ï 田ü 4¬S•� 役• C˜Q%=jeˆ� 増ûG:Ge?&�

Ï •–{�R むY�[\uÇ K Cスí � {!� 役• � 負� C‘j=q

?
 行政M;� ¥ý 物jô�&�

Ïþ 校�jØ% s 学校� 跡SCœ + !� s¥ �Wö セ• タÌjôCH

置q?&�

Ï �� 歳4 セカ• 8 �ˆ 式CI 施q?jô����C ³ X%ˆ�$% 戻

ØG=?!=ÈCN=?&�

Ï ＵタÌ• 者˜ ＩタÌ• 者� 増ûG� › 気jžŸ ¡¢£�jØG ほ

!e&�

Ï S• O � 出G行Ø%ˆ%O�¬S• 行¯� À 加C ™びMš?&�

Ï 区
[\u�Õ 抗� カÃ "¥ 大uC uv q?&�

r¯ �$OP=

Q� 推R�

Ï ���� ƒ„… ]ˆ¬ 多=�$%™¬! —eˆ˜¿ † eˆ¬%=@

çe?&�

Ï �áœ• 団l 間� 交Wujô�àX ば�¬ØA 連携4:?&�

Ï )��Á¡¿ 大学/C u 校!�� 内� 大学˜ 専f 学校� T #� ½師

�jØG¬;³&�

Ï 大学間� 連携CN=ØGe=}A¬ Ø ¼4à?&�

Ï 大学jô� 海O A Q携!Ge?`³j 学校�����A�Nj ぐ役

C@;� � ØG ほ!e&�

交Wœ•� 推R �

Ï ����”ô¬%O�� 内他S•�}A� 学べ?`³�� 教育á 泊

CI 施q?&�

Ï S•�Y4 学ぶ}A˜ 学べ?A} —�%=@çà?&�

Ï ��� 在¸� O国ˆA 交W4:?õuCN=?&�

Ï 異文{ 交W
�bˆ¬ O国ˆ¬�4:?ˆP=Q� 大切4à?&�

Ï ¿ÌïCö÷% 海O A� 交WC 図?&�

Ï ø•4� 交W�¹R@X?`³��¬ØA Ｉ� カÌ 8 � ª+ 4:?

`³�q?&�
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Ï # š 健ã �ª;!� 健ãä• C å ばq%<�� 疾x �’ { � ‚ 期Óð7 ‚ 期\ 療� 大切j

}A4q&$%� 心[ A¬� « I!%ˆ#C 送?%<���#œ� 質C•<� 積Å L� 健

ã 増RC 図?}A�»¼4q&}�%<� 個ˆ˜S•4� 健ã P=Q˜ z e ’ { �rQÇ

ÈC 支m !Ge$q&�

Ï #œ S¿x ’ { �%<� 健ã 教育� 健ãno |C�� 内� Ì 健福祉セ• タÌCY 心��I

施!Ge$q&$%�” 育G支m ˜ z e ’ { jô 多_ jrQÇÈCR<Ge$q&�

Ï ‚( 健ã À äC�÷<A!%�Ã t¼ ス¢Ì‹�Ö÷% 健ã À ä˜k t �ç •À CI 施!

Ge?A} —4q& @後¬� ŽÀ 率向g� 向š%rQÇÈ˜� 糖尿x |�#œ S¿x » H

{’ { �Õ'� Ø ¼4q&�

Ï 豊Mj ? 産物C# 産q?S•�‚ƒC#M!��á�© 全7© 心j B へ� ’ ·C•<� 積

Å L� 摂rq? 行• へ�¹!� Ø ¼4q& B 育�� 豊Mjˆ 間形��g4¬�$OP=Q

�™eG¬»¼4àQ��á7 関係団l7 行政� 連携�¬A�� B 育C推Rq? Ø ¼�à

Q$q&�

�

�

����

指標‹� 単位� 現•>�
目標>�

µ� 後� �� � 後�

z 康寿命� 歳�
男� �• .�� �

女� ½¡.�� �

½�.�� �

½D.�� �

½�.�� �

½�.�� �

特定z 康診� 受診•� ％� D¡ .�� � �� .«� � «� .�� �

糖代謝3 有å 見X3]@ (要指導以—)�

D�ã«D 歳�
％�

男� D• .�� �

女� �� .•� �
現• 以¢� � 現• 以¢� �

朝食3 喫食•�D�ã«D 歳�� ％� ½� .½�� •¡ .�� � •� .�� �

夜 • Ý<=� 就寝-9 子3]@�¡ 歳児�� ％� «� .�� � «� .�� � �� .�� �

食­é 改善推進員3 � 
� ��D� � ���� � ���� �

＊z 康寿命� 平成 25 年度き; うと健i 長寿・xyuv� ンz ーからの資料 

w 第 2 B 南丹市健i 増進・o 育推進計画（平成 27 年度資料） 
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 ①

①①

① 

  

 主体的

主体的主体的

主体的な

なな

な健康

健康健康

健康づくりの

づくりのづくりの

づくりの促進

促進促進

促進 

  

 

� � Ï )��� 健ã 増R7 B 育推R-./�aP:� 関係õ 関� 連携!��á� Ó lLj 健

ã P=QC 支m !$q&�

� � Ïç • •˜ スŽ Ì † �í ” Ší¢ÌÁŒ•� ¡ 理教÷ jô�4:? 施H� 有Éœ + C図

Q$q&�

�

 

  

 ②

②②

② 

  

 健康増進事業

健康増進事業健康増進事業

健康増進事業の

のの

の充実

充実充実

充実 

  

 

� � Ï ‚( 健À 7‚( Ì 健指T � 制‡� 健ã 増R]� 制‡�™eG�k t 健ã À äA 健ã 教

育� Ì 健指T � 強{C 行e�#œ S¿x ’ { C図Q$q&$%� � x ’ { �Èj; 1 �

#œ S¿ �MM×Q� 
 e 
 � 健ã �¿ & žÌ & � í � �Õ'� z <$q&�

� � Ï Ö � ’ { �¶ ’ H ’ { jô� z e ’ { ¯ 業� « IC 図Q$q&�

� � Ï k t �ç •À � ŽÀ 率� 向g� z <$q&�

�

 

  

 ③

③③

③ 

  

 母子保健事業

母子保健事業母子保健事業

母子保健事業の

のの

の充実

充実充実

充実 

  

 

� � Ï, ¬�© 心!G”C 産È� 育G?}A�4:?`³� �� 期M;� • Ú!% no ˜  

問¯ 業�ëëÍÍ 教÷ jô� « IC 図Q$q&�

� � Ï ”ô¬%O� 健˜M�� ] Ó達4:?`³�” 育G no ˜ : Á p 健À � ³ : B 教÷ ˜

¸ ” 教÷ jô� « IC 図Q$q&�

�

 

  

 ④

④④

④ 

  

 食育

食育食育

食育の

のの

の推進

推進推進

推進 

  

 

� � ÏB A 健ã � � 接j 関係�àQ$q&�á� 健ã P=Q� 大切j�êÃ• ス�AX% B

#œ˜ &j _!e BS¿ CøÏ?%<�«X ぞX�Ã t¼#t À & �Ö÷G� B � 関

q?_!ev —� �’ � z <$q&�

� � Ï ����S•� R ×? B 文{� RS C3 世代�NjÏ?%<�œ•C 推R!$q&�

� � Ï S•� ? 産物CS•4 消費q?S 産S 消�rQÇÈC 推R!� B �© 全確Ì へ�â·

向gC 図?AA¬��S•�œƒ{C 図Q$q&�

� � Ï �Â ˜ � 間�S•�Nj�QC 
 <Geš?`³� B Cö!GžŸ ¡ ¥ ÌÁŒ•C

R<� y � � 気ÙOC 育G$q&�

�

�

����

9 定期的に健k を受k しまし; う。�

9 地域で自主的な健i づくり活動を進めまし; う。�

�

�

����

9 第 2 B 南丹市健i 増進・o 育推進計画（2017～2026 年度） 
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Ï x " j‘”•–{˜ Z �Â {�R 行�¨AQª;!•– 者� 増加�S•�Nj�Q� ��

{|C � 
 ���á 一ˆ¨AQ�#œ!Ge=g4�½¾˜ 福祉¡Ì ズ� 増加7 多_ {!

Ge$q&�

Ï à; G ?ˆ�S•4© 心!G#œ4:?%<���tu 福祉� � 制‡ だš4j=�«}�

ª;qS•¸á�¤� ® Û u 4q&}�%<�q べG�ˆ�[U;!= Ã e�© 心!Gª

;§?`³��á7¯ 業者7 行政� 連携�¬A�S• 福祉C推Rq? Ø ¼�àQ$q&�

Ï ���4��tu 福祉r 議uA 連携!��á� 福祉â·� � �C 図?%<� 学校4� 福祉

教育支m ˜��á 向š � 修� ½ è � uv C�÷<�S• 福祉œ•A!G>Xàeo • ˜ ƒ

„… 7 † Ã•¢£¿œ• へ� 支m jô�S• 福祉� 推R�rQÇç4e$q&�

Ï @後¬�S• 福祉� 推RC 図?%<���tu 福祉r 議u˜á# pq o • �>Xàeo •

|�S• 福祉� 関×?õ 関˜ 団l|�@;� 連携q?AA¬��S•4œ•q?[\u˜

† Ã•¢£¿ 団l|A¬ 連携C図?}A� Ø ¼4q&�

�

  C 地域福祉の状況 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

社協{ ランティ�

バンク登録数 

人 1,272  1,272  1,254  1,217  1,228  

団�  97  97  113  112  113  

資料：南丹市社会福祉協E 会（4 月 1 日現在）  

�

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

地域福祉推進組J 数 団�  1  5  10  

社協{ ランティ� バンク登録数 人 1,228  1,278  1,328  

      |  団�  113  118  123  
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 ①

①①

① 

  

 地域福祉意識

地域福祉意識地域福祉意識

地域福祉意識の

のの

の醸成

醸成醸成

醸成 

  

 

� � Ï 学校教育˜# š 学S Cö÷G 福祉教育� 推RC 図Q$q&�

� � Ï ø —œ•˜ t ベ•ïjô�à; G ? 学S 7l …õuCö÷G�S• 福祉� 関q?â·
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 ②

②②

② 

  

 地域福祉活動

地域福祉活動地域福祉活動

地域福祉活動への

へのへの

への支援

支援支援

支援と

とと

と連携

連携連携

連携の

のの

の強化

強化強化

強化 

  

 

� � Ï S•4� 福祉œ•C 推Rq?%<�Y 心Lj 役割C � ³tu 福祉r 議u�œ•C 支m

q?AA¬��tu 福祉r 議uA 連携!G�S• 福祉ˆ • � 育�˜k t † Ã•¢£¿

団l へ� 支m C図Q$q&�

� � Ï S•� ~ K!% 一lLjS• 福祉œ•� 推R� 図;X?`³�S•œ•�rQÇ むk

t 団l7Ç K � 連携C¹R!$q&�
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 ③

③③

③ 

  

 地域福祉推進体制

地域福祉推進体制地域福祉推進体制

地域福祉推進体制の

のの

の充実

充実充実

充実 

  

 

� � Ï [U%O�S•C� Ã e�© 心!G¸ÈÚš%=j?$O�q?%<���á7S•7

¯ 業者7 行政� 連携!�«X ぞX� 役割C � ej�;�S•4� g š�e7 支û�e

�!=ÈCc c !�S• 福祉推RÇ K � 育�˜œ•C 支m !$q&�

� � Ïí QごAC ì û%$$ � ~q?}A�je`³��á˜¯ 業者� 行政� 連携!G�S

•�™š? no 7 支m l 制C c eGe:$q&�

� � Ï �� 後ð 制‡� �’ Cö!G� 普� 7 } Óœ•C 行³AA¬���á 後ðˆ� 育��

z <��� 後ð 制‡� « IAl 制� 強{C 図Q$q&�

� � Ï 福祉� ‡ ËAj? 施H� 整i �NeG��áAA¬� •ž CR<$q&�

�

�

����

9 一人} とりができる�~ で、地域の支え合いや{ ランティ� 活動に参加しまし; う。�

�

�

����

9 第 3 期南丹市地域福祉計画・地域福祉活動計画（2018～2022 年度） 
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Ï 近�� pq Ô# �tu 問¾{!�”ô¬� • � 関×?¯ § � 数多= —÷;XGe$q& p
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指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

安心して子育てのできるまち� とI う人の割

合

�
（「どちらかといえば」を含む） 

％ 51.5  55.4  57.0  

地域全� で子育てを支援する• 組みづくりが

できているとI う人の割合

�
（「どちらかといえ

ば」を含む） 

％ 34.1  37.2  46.6  

i 市\TUjk による  

�

�

�

 

  

 ①

①①

① 

  

 地域

地域地域

地域ぐるみの

ぐるみのぐるみの

ぐるみの子育

子育子育

子育て

てて

て支援

支援支援

支援 

  

 

� � Ï ” 育Gq}˜M セ• タÌC ‡ Ë��S•4� � 回¯ 業C行³AA¬��” 育GY� ¸

”� 気ç �òû? 場A!G�S•� [ 近j) › 場所/� QÎ � � « C図Q$q&�

� � Ï ¼  ŸíÌ7 #Ž Ìï7 セ• タÌ¯ 業� �’ Au • � 大C図Q� 有Éœ + C図?Y4�

S•4�” 育G支m � Á ÇÈC 確~!$q&�

� � Ï¸ � ® ©˜ ! ÈC ì û 込È�”ô¬� � 育� 支h C:%q}A�je`³� � 囲� 関

係者�eN4¬ no 4:? �� C整i !$q&�

� � Ï �" ��© 全j 出産C<K!G�[ [ � [ lA # p � 健ã• Ù増R� 心�š?}A�

4:?l 制Cc c !� §G© 心©全� 出産4:?`³�S•7 � M 7 行政� 一lA

jØG 支ûð 0 ?tuLj �� P=QC 推R!$q&�

 

  

 

 

  

 ②

②②

② 

  

 子育

子育子育

子育て

てて

て家庭

家庭家庭

家庭への

へのへの

への経済的支援

経済的支援経済的支援

経済的支援の

のの

の推進

推進推進

推進 

  

 

� � Ï ” 育G世帯へ�•›Lj 支m A!G� 国� 制‡� 加ûG�k t $% ˜ó Œ� 医療費g

�jô�� 独[� 施'CR<$q&�

 

  

 

 

  

 ③

③③

③ 

  

 就学前教育

就学前教育就学前教育

就学前教育・

・・

・保育

保育保育

保育の

のの

の提供体制

提供体制提供体制

提供体制の

のの

の構築

構築構築

構築 

  

 

� � Ï ö 常Ì 育˜ å]Ì 育� 一時L7 î x 時�¡Ì ズ�ÕÖq? 一時Ì 育˜‚( Ì 育jô�

多_ j Ì 育� « IC 図?AA¬�� x p 7 x 後pÌ 育jô 多_ j¡Ì ズ�ÕÖq? Ì

育�I 施C •ž !$q&$%�”ô¬%O�tuƒ˜[ Ó ƒC 育む�� P=Q� z <

$q&�

� � Ï Ì 育所7 ÁÚ �� 在QT�NeG�}X$4�����™š? Á p 教育˜ Ì 育� 歴史�

S•ƒjôCú ¦ !� 国�• 向¬ È $û?Y4��á�üË�~Ø% 就学前教育7 Ì

育� QÎ l 制�NeG •ž !� 具l{!$q&$%� Ìe 者� 就è � 有* �MM×;

1 Ž š 入X� 教育7 Ì 育C一lL� 行³ �� P=Q�NeG¬ •ž CR<$q&  
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 ④

④④

④ 

  

 放課後

放課後放課後

放課後の

のの

の子

子子

子どもの

どものどもの

どもの育成

育成育成

育成の

のの

の場

場場

場づくり

づくりづくり

づくり 

  

 

� � Ï ) õ ½後pq ÀÃì/� 推R�`Q� Ìe 者� 就è jô4 õ ½後� � M Ì 育� íî j

pq �Õ!� 適切j & び˜#œ� 場C QÎ !� pq � 健全j 育�C 支m q?AA¬�

ª+ 者�¡Ì ズ� ÆØ% ª+ 者w線4�) õ ½後pq ÀÃì/� • €Aj?`³ •ž

CR<$q&�

� � Ï ©心7© 全j”ô¬�œ• ‡ Ë
 › 場所�CHš�S•�T l � À .C 得G�”ô¬

%OA 共� ' 強˜ スŽ Ì † 7 文{œ•�S•¸áA� 交Wœ•|�rQÇÈCI 施q

?}A�`Q�”ô¬ 達�S•tu�Y4� 心豊M4 健˜M� 育$X? �� P=QC

推R!$q&�

 

  

 

 

  

 ⑤

⑤⑤

⑤ 

  

 支援

支援支援

支援が

がが

が必要

必要必要

必要な

なな

な子育

子育子育

子育て

てて

て家庭

家庭家庭

家庭への

へのへの

への支援

支援支援

支援 

  

 

� � Ï ¨AQ ¸ � M �•›L[~A#œ�©(C 図?%<� pq ( � ó Œ˜¨AQ ¸ � M |

医療費g � 制‡jô�k t 制‡� �’ � z <$q&�

� � Ï pq Ô# �Ó# { � A ‚ 期Óð� ‚ 期ÕÖC 図?%<� 関係õ 関A� 連携強{CR<

$q&�

� � Ï h �e�à?”ô¬ へ� no 7 支m l 制� « IC 図Q$q&�

�

�

�

����

9 子育てをみ> なで` 援する地域を€ きまし; う。�

9 経_ を生かして、積M的に子育て{ ランティ� や•‚ ミリー・サƒ ート・� ンz ーに登録しま

し; う。また、子育て期の保護者は、こうした市民の„ け合い活動を活用しまし; う。�

�

�

�

�

9 南丹市子ども・子育て支援事業計画（2015～2019 年度） 
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Ï �����•–{�R 行!Ge?S•� 多=�•– 者�eN$4¬ 健ã 4�© 心!Gª;

§?%<� Ì 健7 医療7 福祉� 連携�„<;X$q&!M!�S•�`ØGtu 資源� (

�#÷� # ÌŠ スQÎ ó jô�¬ 影響�4G:Ge?%<� @後�}�`³jS• ( � x

消� 向š�tu 資源� « IC 図ØGe= Ø ¼�àQ$q&�

Ï •– 者�¼ z e ´°�jØG¬�«� 一ˆ¨AQ� 多_ j´µ�Ö÷G� Ø ¼jA} —4

Ø ¼jv —˜ 支m � # ÌŠ ス� ª+ 4:?`³� z e 7 医療7#œ 支m 7¸$e� 一lL

� 切X w j= QÎ @X?l 制)S• )* ¥ ¿Á ス¢ � /Cc c q? Ø ¼�àQ$q&�

Ï •– 者� 積Å L�tu À 加4:?$OP=Q��S•�œƒ{�¬Nj�?¬�4àQ�

tu À 加!˜qe �� 整i ˜ Ž š + P=Q�rQÇ むØ ¼�àQ$q&�

�

  C 介護保険要介護・要支援認定者数の推V      �	� 
� ³ � ´µ ” ¶ Š	 ž� ·¸ž Ÿ 
% ¹  

 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 

要支援 1 153（6） 138（3） 129（2） 148（4） 140（3） 

要支援 2 348（8） 407（10） 436（11） 463（8） 506（6） 

要介護 1 253（5） 244（4） 270（5） 250（3） 240（5） 

要介護 2 430（6） 460（2） 471（0） 507（4） 507（9） 

要介護 3 336（6） 370（5） 380（3） 379（4） 422（6） 

要介護 4 280（6） 298（2） 265（2） 269（4） 282（1） 

要介護 5 244（1） 245（2） 247（5） 238（5） 219（8） 

合計 2,044（38） 2,162（28） 2,198（28） 2,254（32） 2,316（38） 

資料：介護保険事業状況報告（高齢福祉F ・各年度…現在）  

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

高齢者にとって安心して† ら‡ るまち� とI

う人の割合（「どちらかといえば」を含む）

�
 

％ 38.7  43.5  48.0  

認ˆ‰ サƒ ーz ー養成�Š 受� 者数（年+ ） 人 729  750  800  

w 市民‹h 調査による  
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 ①

①①

① 

  

 介護保険制度

介護保険制度介護保険制度

介護保険制度の

のの

の適正

適正適正

適正な

なな

な運営

運営運営

運営 

  

 

� � Ï ¼ z e 者�´°˜ h �e�´µjô�Ö÷G� 専f L�ÕÖ4:?S• )* 支mセ•

タÌ| no Û ‰� « IC 図?AA¬��•– 者�#œC 支û?)S• )* ¥ ¿Á ス¢

� /�c c C推R!$q&�

� � Ïz e C Ø ¼Aq?`³�jØG¬�4:? だš¸È ¿ X%S•4�#œC • Ú4:?

`³� �Â � 支m C含<% z eÌ { � Þß j • €CR<$q&�

�

 

  

 ②

②②

② 

  

 生活支援

生活支援生活支援

生活支援の

のの

の充実

充実充実

充実 

  

 

� � Ï kS•� # ÌŠ スa d � « IC 図Qj�;� Ì 健7 医療7 福祉� 連携�`Q�#œ 支

m C Ø ¼Aq?•– 者˜ z e 者�Õq? # ÌŠ ス� 整i C図Q$q&�

� � Ï 在s 4�[~!%� 常#œ�˜˜ íî AjØ%•– 者4àØG¬�¸È ¿ X%S•4

ð 0 Q˜ B ¯ # ÌŠ スC ª+ !j�;© 心!Gª;!Geš? 在s #œ� 推RC 図Q

$q&�

�

 

  

 ③

③③

③ 

  

 生

生生

生きがいづくりの

きがいづくりのきがいづくりの

きがいづくりの推進

推進推進

推進 

  

 

� � Ï 団) � 世代C�÷<�•– 者� 豊� j ’ ·7• …7 ó ÜC#M§?`³� 就è ˜S•

P=Qjô�™š?tu À 加C¹R!$q&�
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 ④

④④

④ 

  

 高齢者虐待

高齢者虐待高齢者虐待

高齢者虐待の

のの

の防止

防止防止

防止 

  

 

� � Ïz e jô�™š?•– 者へ� Ô# �NeG� z e 者� � º L , [ lLj z e 負� � ç •

C図? 支m CR<?AA¬�� Ô# �ÓðM; x 決� - ? 一連�ÕÖ�NeG�S•

)* 支mセ• タÌCY 心�S•˜ 関係õ 関� # ÌŠ ス¯ 業者jôA� 連携�`ØG x

決C図Q$q&�

�

�

����

9 認ˆ‰ に関するŒしい理� を• めまし; う。�

9 介護保険制度や各R 福祉サービスについて日Ž からˆ っておきまし; う。�

�

�

����

9 南丹市高齢者福祉計画・第 7 期介護保険事業計画（2018～2020 年度） 

� �

����� �

��������� ! �

"#$��%&'() �



70 
�

����* ***� ���;<:;<:;<:;<: /0/0/0/0 ����67676767 				
�

�

�

�

�

�

�

�

Ï h �e�à?ˆCrQs=• 向��) h´ 者ab]/� 一�^_�) h´ 者Ô# { � ]/˜

) h´ 者( 別x 消]/� 施行�) h´ 者*� 支m ]/�@;j?^_jô�`Q� h �e�

à?ˆ¬S•4© 心!Gª;§?S• 共#tu�IJ� 向šGrQÇÈ�R<;XGe$

q&�

Ï ����™eG�� 福祉医療費|� g � � « ˜ h �e�à?ˆ� › 場所P=QjôC� 独

[� 施'¬ 含<� h´ 福祉施'� « I� z <Ge$q&�

Ï @後A¬� h´ 福祉# ÌŠ ス� « I˜ h´ 者福祉全%� « I� z <?AA¬���á へ�

h �e�Õq? 理x C¹q } Óœ•¬ m :Ú: 行e� h �e�à?ˆ�¸È ¿ X%S•4

©心!Gª;§?tu�IJ� z <$q&�

�

  C 障がい者数の推V  

 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 

身� 障害者• 帳所持者数（人） 2,704  2,709  2,720  2,962  2,864  

療育• 帳所持者数（人） 325  338  351  353  356  

��������	
��
�����  

216  228  242  265  297  

資料：社会福祉F   

�

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

福祉施設入所者の減少

�
 人 51  48  46  

施設からの一般r 労V 行者数（年+ ） 人 1  2  3  

w 福祉施設から地域生活へのV 行をめざします。  
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 ①

①①

① 

  

 障

障障

障がい

がいがい

がい児支援体制

児支援体制児支援体制

児支援体制の

のの

の推進

推進推進

推進 

  

 

� � Ï h �e� ‚ 期Óð7 ‚ 期療育� z <?AA¬�� 個l � h �e�‚ƒ�Ö÷%:< •

˜Mj 支m l 制� « IC 図Q$q&�

� � Ï h �e� ‚ 期Óð� ¸ ; 1 � 育p g 支m � Ø ¼j”ô¬ へ� • Ú!% 支m l 制� « I

C図Q$q&�
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 ②

②②

② 

  

 就労

就労就労

就労・

・・

・雇用

雇用雇用

雇用の

のの

の支援

支援支援

支援の

のの

の充実

充実充実

充実 
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 ③

③③
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 障害

障害障害

障害福祉

福祉福祉

福祉サービス

サービスサービス

サービス等

等等

等の

のの

の充実

充実充実

充実 
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� � Ï Ì 健7 医療# ÌŠ ス� « IC 図Q� 関係õ 関A� 連携C強{q?AA¬�� z eÌ {

� 係? 関係õ 関A� 連携�NeG¬ 強{!$q&�
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④④
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 相談体制

相談体制相談体制

相談体制・

・・

・������ �� 提供体制

提供体制提供体制

提供体制の

のの

の充実

充実充実

充実 
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 ⑤

⑤⑤

⑤ 

  

 人

人人

人にやさしいまちづくりの

にやさしいまちづくりのにやさしいまちづくりの

にやさしいまちづくりの推進

推進推進

推進 
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� z <$q&�
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9 障がいに関するŒしい理� を• めまし; う。�

�

����

9 南丹市障害者計画（2018～2023 年度） 

9 第 5 期南丹市障害福祉計画・第 1 期障害t 福祉計画（2018～2020 年度） 
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Ï ç •–tu� / E!� � x c—�z{˜#œ S¿x ¬ 増加傾向�àQ� 医療é ¼� 0 期医

療M;•‡ 医療$4 医療�õÜU{C 明確�!�S•4 適切j 医療C Ž š;X?`³� 医

療l 制C整û? Ø ¼�àQ$q&�

Ï ���4��� 内� 医療õ 関A!G 京都Y�*� 医療セ• タÌ� 明\ 国a 医療大学vwx

y � ほM� 直€ À 療所

 カ所�� 公Há€ À 療所
� カ所��á 間� 医療õ 関�àQ��á

�© 心A 健ã C支ûGe$q&�

Ï 医療õ 関へ�¿À セス� ® ©�à?S•˜� 医� 確Ì � í 1 ˜ 医療スタæ¼ � ® Œ!Ge

?S•¬à?}AM;� 圏• 内医療õ 関˜ 近f ��� 医療õ 関A� 連携C � �!G�S•

医療C « I@§?%<�Õ'C ½ ÷? Ø ¼�àQ$q&�

Ï � 常Lj À 療˜ 健ã 管理C行³)MMQNš 医/�( 2 �%<�â·� } ÓC 図? Ø ¼�

àQ$q&�

�

  C 医療施設の状況 

保健所 

医療施設数 医療従事者（人） 

y  院 y• 数 k 療所 y• 数 

�����  

医‘  歯科医師 ’“‘  

1  3  638  35  19  12  138  20  186  

資料：「平成 27 年京都府保健福祉” 計」「平成 26 年医‘ ・• 科医‘ ・’“‘ 調査」  

※医療施設数は 2015 年 10 月 1 日現在、医療従事者数は 2014 年 12 月…日現在  

�

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

医療P 関数の確保 – 所 50 現状維持 現状維持 

�

※かかりつけ医：日—的なk 療を受け、気˜ に健i 等のZ[ ができ、必要なときには地域医療・介護

資源に` じて、™門医や™門医療P 関へのš 介などもできる、いわ› る身0 なお医者さ> のこと。�

����� �

��	� �
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地域地域

地域������ �� 体制

体制体制
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の充実

充実充実
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� � Ï � 内k 医療õ 関A� 連携˜�� 医療施H�l 制« I�S•‚ƒ� ¥¦ !% 交ö¿À セ

ス� 確Ì jô�`ØG�© 心!G 適切j 医療� Ž š;X?S• 医療l 制� 確Ì C図Q

$q&�

� � Ï � x �’ { M; ‚ 期Óð� ‚ 期\ 療�í ” Ší¢ÌÁŒ•�e%?$4��á� 健ã

� Ì Ù7 増RC 支m q?*�Lj Ì 健7 医療l 制C<K!$q&�

� � Ï v —a d jô�œ + ¬ü 野� 入X� [ 近jS•4© 心4:? 在s 医療� « IC 図Q$

q&�

� � Ï � 常Lj À 療˜ 健ã 管理C行³)MMQNš 医/�( 2 � 向š�ø —3 ˜ %Ì � 4 Ì

‹|Cö÷% } Ó� z <$q&�
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 ���������������� °±°±°±°±� �� �²³²³²³ ²³� ���

� � ○5 x ßà �ÕÖ4:?`³� À`ß � u˜ 周辺[\lA �� !�ø•Lj 5 x ßà l
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○ßà 保険˜ Š á� %|�k 種tu 保障Y ‡���á� û 康� 保Ù˜DE�© ¡ C � 保q?

»¼j �� C担ØGe?¬���� 々tu 保障ò � ÆÇ !� .* L� 厳!e´µAjØG

e$q&�

○ßà 保険Y ‡�NeG��x 速j•–{˜ ßà �•‡{|� 伴e� ßàò � Æf q? H T�

被保険$ � åX} 準� 低1˜ 保険税
 料�� C 6 |� S ¾C 抱ûGe$q&«�%<�Ù

ÚÛÜj ßà 保険Y ‡�c 築�„<;XGe$q&�

○��
�
�� Z� ��‡M; Š á û 康保険� û‰ {C A ?%<� :Œ[a 単8 �ø•{� ;<

Ìï!$q&�

○Š á� %Y ‡�NeG�� Y ‡� 周知A 啓Ó�`Q��á � 解C深<?}A�»¼4q&�

○tuvw�z{�`Q� â _ 規労働$ ˜ 長� 7 #$ � ÆÇ !�$%� ÓÔ c�˜ Ö# c—

�z{�`Q 家族˜S•tuA�Nj�Q� �� �jØGe$q&}³!% �� �`Q 8

困7 格差� 拡f !� 固({q? ô" �ð 受š;X$q&�

○#œ 保護� ?á q? 助言7 � 導� ?á õ ? A �� !G B ØGe$q�� 7 # |�¯v�`

Q H 9 #œ 保護受: � - ?A 長� {!�[~� 困難�j? ô" �ð 受š;X$q&$%�

#œ 保護C受: !Geje#œ� 困1 q?ˆ�Õ!G� × 労¢ 援˜ 家- � 導jô� 継ÚL

j 相談¢ 援C B ØGe=AA¬�� 7 # !%ˆ� - O�#œ 保護� - ?}Aj= 再× 職�

¸Â 付š;X?`³ 雇用7#œ7¸ 居� ? q?*�LjÕ'CR<$q&�
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指標‹� �� � 現•>�
� 標>�

µ� 後� �� � 後�

� 民z i õ 険被õ 険X*
y) り3ö÷ 費�

費êt�� + � �
千円� ¡«�� �

� � + =�

�� ％増� 内�

� � + =�

�� ％増� 内�

後期高�Xö÷ 被õ 険X*
y) り3ö÷ 費�

費êt�� + � �
千円� ���� �

� � + =�

�� ％増� 内�

� � + =�

�� ％増� 内�

� �

����� �

��	� �


� �
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各種� ÎÛß�9&'0 十z 理解さI7 適正0 運用さI4¡F”7&'�ú 立FîÄ� 盤
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� � ○‚( û 康診ä7‚( 保û� 導jô� û 康P=Q¯ # A �� q?}A˜�‹ ; ネíæÀ

ß 薬品�Õq? ÷ 及啓Óœ•C È Rq?}A�`ØG ßàò C抑Y q?AA¬�� 受

診B •� 
 _{C A ?jô� Š á û 康保険¯ # � û‰ j¯ # 運€� 努<$q&�

� � ○Z: ST 税õcA� �� �`Q� 6 税相談� 充I˜ 6 付<= jô�`Q� Š á û 康保

険税� 収6 Ù" g� 努<$q&�

� � ○��
�
�� Z���‡M;� Š 保ø•{�`Q�¯ # � 縮小˜ f > j þ 担Æ�j;je

`³� Y ‡Cœ 用!%¯ # � È R˜k 種検診�I � jô� Š á û 康保険¯ # �©( 運

€C A Q$q&�

�

���� ��� �� ��� s�?ïðs�?ïðs�?ïðs�?ïð ������ �� ±é±é±é±é� �� � �	�	�	 �	 1111©ª©ª©ª©ª� ���

� � ○©(!% Y ‡ 運€C A ?%<� 相談窓‰� 充I˜ 保険料� � 保� 努<?AA¬�� Y

‡� 周知A � 解�¹RC A Q$q&�

� � ○Z:[V� •– $ßà ø• � �A �� !� V� •– $Q � û 診¯ # � 充I� 努<$q&�

�

���� &&&&���� Ž‡Ž‡Ž‡Ž‡ 
�
�
� 
� ±é±é±é±é� �� � �	�	�	 �	 1111©ª©ª©ª©ª� ���

� � ○Š á� %Y ‡�»¼ƒA Y ‡ Q � � 解C深<?%<� 周知A 啓Ó� 努<$q&�

�

���� BBBB���� SbÕ¬±éSbÕ¬±éSbÕ¬±éSbÕ¬±é� �� �êëêëêëêë1 111ìùìùìù ìù� ���

� � ○#œ 保護C必¼Aq? ÓÔ �#œI°A¼ ? CL � � �� !j�;�#œ 保護Y ‡�


 _j 運用C A Q$q&�
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���� III I� ��� SbSbSbSb �
�
�
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 ðððð� �� �7 777 ��� � ÃÄÃÄÃÄÃÄ� ���

� � ○@$K$j 困難�Y4#œ� 困1 !Ge?ˆ�[~C ¢ 援q?%<�tu => 協P u

˜ ?á õ ? �á# 児童o 員�S• => ˆ 材|A �� !�•›L ¢ 援� 充I˜]( 援護

� 
 _j 運用CR<?AA¬�� � 々� ÓÔ � 即!% 助言7 � 導C B e$q&�

� � ○•›L ¢ 援�Èj; ず� ?á õ ? A� �� �¬A�#œ˜ × 労� 家-� 再Þ ˜ 8 困��

� @C防² %<�”ô¬� Ì 習¢ 援jô )* Lj 相談¢ 援l Y � 充IC A Q$q&�
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市民ワークショップでの市民からの意見やアイデア 
�

$OP=Q�abTÞ) A ．t;># rs , t%s �7äå<� /� ?� !%��áåÌ

ÀÁŒæÂ4�áM; õ @X% 主jâð˜¿ イデ¿CÎ 載!$q&�

�

um t;># rs , t%s �7äå<� n- tnÂÃ5n²³nÊË q �

&'()� ÎÏ T` n Ñæ �

û 康P=Q��

È R�

○û 康4à?}A� 何`Qab4à?%<�$ ずû 康長寿� " š%r

QÇÈCøÏGe=&�

○™! B Xî イÀC 楽! • ™ï àO B ç˜™! B XC 楽! • ™÷eO

B çC Æ˜q&�

○)jç%çl 操/CN=Q���� ‰•4Ã‹ オl 操C ÷ 及@§?& �

○S• ‰l4 û 康目� CH(!� ポイ•ï Y �!=ÈC 導ë q?&�

○‹ á C単8 4 D 
 Û l 操Ð室C開催q?
 開催�à%ØG � 導$ C

Ñ �q?�&�

S• => � È R �

○食Ñ ˜S Ö S ñ � È R� GÓ¤º W�4:?`³��S• 食E CN

=?&�

○•– $ � F Ÿ õ !˜ 買e ½ jôC サポÌïq?S• ボÃ•¢£¿C

Ñ �q?&�

” Ñ G ¢ 援��

充I�

○”ô¬A H G � 参Ç 4:? イø •ïjô�%=@çàØG \ !e& �

○Èçj4”ô¬Cð 守X?S•P=Q� 必¼4à?&�

○Åå �™÷eO B ç™ ï àO B ç�” Ñ G� 協¤!G=X?`³j

?á ƒP=Q� f� 4à?&�

○空: 家Cœ 用!% 0 フ; �`³jA} ろ4� ƒ 軽�” Ñ G� ! ÈC

相談4:?`³jS•�jØG \ !e&�

○����)`ØAe4/�`³j 託児ボÃ•¢£¿N:�™ H uC�

� ‰l�øÏGe=&�

•– $=> ��

充I�

○¶ 知症�jØG¬ 元ƒ 4ª;§?S•�j?}A� f� 4à?&�

○超•–tu� " šG�̂AˆA� º W˜ 居äå P=Q� 必¼4à?& �

障害$=> ��

充I�

○農# � 担eóP=QA 障�e�à?ˆ�í ハŠíC I p% 農=��

�rQÇÈC@;�R<� 誰¬� 楽!=ª;§?$O�jØG \ !

e&�

○障�e�à?ˆ˜ 引:}¬Q�ˆjô� ƒ 軽�ò$X? ä �àX ï

ee�4�jeM&�

S• ßà l Y � �

充I�

○S 元ßà� H� ;< æフ� 充I� � 待!%e&�
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○‘”{˜ 家族� 小規模{|�`? 家族• °�z{�� 家族A� ? ×Q�Y4 B ×XG:%

ab ルÌ ル� L X ˜tuƒ� Ñ È|�‘jM; ず�� C与ûGe?}A�úû;X$q&�

○}³!%tu´µ�¬A�” Ñ GõÜ� ÌÏÐÑ � 依­!q ぎ? ô" � � $ØG:%Y4�

e÷<˜‘� âB �tu S ¾{!G:%}AM;� 今��^<G ÌÏ 7 家庭7S•tu�

«X � X� ÐÑ õÜCêÃ• ; `=ÓÔ!�e�” Ñ GCS•tu*�MQ4 B ³}A�

»¼ƒ�•$ØG:Ge$q&�

○$%�”ô¬� Ñ OCº f 限�!Ge=%<��� ×Ì… � 幼児ÐÑ � 極<G»¼4àQ�

×Ì… �€È�Y4 • �@X%¤C ×ÌV �™eG¬ÓÔ4:?`³�!Ge=%<���

保Ñå 7 幼稚�A 小ÌÏ ˜� 小ÌÏ AY ÌÏ � n ÚC 滑;M�q?rQÇÈ�� 幼児� 児

童# 徒� Ñ OC`Q � Mj¬��q?}A�Nj�Q$q&�
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○�á H ˆ¨AQ� ¡u M� 充I!%#œC 	 ØGe=%<���# 涯�×%ØG�[; Ì

Â �[ Q C•<�@;� Ì ç Ë �ÊCtu4#Mq# 涯Ì 習tu�„<;XGe$q&�

○���4�� ‹ á C � A [C 
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○������ 長e ¥¦ �Y4 培×XG:% G様j   {�àQ�«X;� Þ½ ˜ _ .� ` 刻�
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  Ï 地域の¥¦  化¾ ¡ 、RS B 事などの調査と' 集を進めるとともに、Š Š‹   化.Y

度のI Å 的な活+ をA るなど、  化. のÌe¦ Â に活+ を進めます。また、¥¦  化

c Ö のÌ 存・Î� ・Î � などをA り、そのためにØ 要な¢ mを進めます。 

  Ï   化d ½ C ・�� ¾ ¡ C などでの¼� やv 事K O の« 実をA ります。 

 

���� ��� �� ��� JKLMJKLMJKLMJKLM %%%%��� �� �� � ()()() () ��� �bùbùbùbù� ���

  Ï �� の¥¦  化c Ö に対する市民の� x を
 め、それらが& 通の.Ö として™e され、

次¤ にmき• がれるよう、ÌÏ や  化d ½ C 、�� ¾ ¡ C などにおいてÐÑ や} 発に

z めます。また、そのために地域の¥¦  化にe しい市民のr 力をX ます。 

  Ï 各地域â ' のRS B 事やS¿ などの民f   化がmき• がれていくよう、¢ mします。 

  Ï ¥¦  化c Ö をéê 振興にI Å 的に活+ します。そのため、パン¼ ­ ットのN 成、%

ー� 4 ージの« 実、¥¦  化c Ö �� の�� @i やMK 機能の� 化をA ります。 

 

 

 

����

9 市や身0 な地域の·¸ 文化に¹ れ、ˆh を• めまし; う。�

9 市外の人たちをまちの·¸ 文化º 産に» 内し、まちの·¸ をˆ ってもらいまし; う。�

�
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Ï 生š ; Ž ー† 活動は、¡ [ ともにû やかな人� をÑ て、� るくu かで活力にY ちた社会を

• 成する上で、重要な�� を� っています。 

Ï 南丹市では、体Ñ r 会・; Ž ー† È 進委• 会を中¡ に�ó D 体や地域体Ñ 振興会、; Ž ー

† 少年D などによる活動があり、地域や各�ó での生š ; Ž ー† の取り組みも広がりつつ

あります。地域における生š ; Ž ー† 活動としては、総合„ 地域; Ž ー† クラブが設立さ

れ、, もがƒ ç にÀ Ç できる活動が進められています。 

Ï @V は、さらに市民がª+ しやすい� 設の« 実をA るとともに、総合„ 地域; Ž ー† クラ

ブの« 実や各t ; Ž ー† 活動の振興、� T $ のÑ 成など、「, もが」「いつでも」「[ Å に」

「生š にわたって」; Ž ー† を³ しめるまちづくりをめざすØ 要があります。 

�

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

市営スƒ ー¼・$ クリ½ーション施設の 

利用者数（年+ ） 

人 191,282  195,000  200,000  
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ÎN *** * }}} } +,+,+, +, 
„…]
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„…]
„…] � � � � ��� �²³²³²³ ²³� ���

  Ï より活発な; Ž ー† ・­ クリ� ーション活動に対応できるよう、各; Ž ー† � 設・設

i の@i ・« 実とその' 効ª+ を進めます。 

  Ï ª+ $ にとって、よりg いやすい� 設となるようh ‘ä やトt ­ などのきめ• かな改

à を進めます。 

 

���� ��� �� ��� ÌÍ
ÎNÌÍ
ÎNÌÍ
ÎNÌÍ
ÎN *** * }}} } +,+,+, +, 
„…]
„…]
„…]
„…]bd bdbdbd� �� � #$#$#$#$ ��� �ÃÄÃÄÃÄÃÄ� ���

  Ï û ã でいきいきとした暮らしにつながるよう、さまざまな; Ž ー† ・­ クリ� ーショ

ン活動Q の¢ mをA り、その振興と÷ � にz めます。 

  Ï ジュニア; Ž ー† の振興やi れた� 手のÑ 成と� 化をw 的とした�ó ; Ž ー† のÈ 進

をA ります。 

  Ï�ó D 体・ÌÏ ・地域の�� をA り、, もがƒ ç にÀ Ç できる総合„ 地域; Ž ー† ク

ラブのÑ 成を進めます。 

  Ï これら; Ž ー† 活動の発¼のために、� T $ のÑ 成にz めます。 

 

 

����

9 積M的にスƒ ー¼・$ クリ½ーション活動に参加しまし; う。�

9¾ 能や経_ を生かし、スƒ ー¼活動の指導者として地域に¿À しまし; う。�

�

 

����

9 南丹市教育大¥ （2018～2022 年度） 

9 南丹市教育¦] 基本計画（2018～2022 年度） 

9 南丹市スƒ ー¼推進計画（2018～2022 年度） 
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Ï 社会�� の変化にÕ い、^ 少年を取り巻く�� もf きく変化しています。^ 少年H 人ひと

りが地域との? わりやÓ¤� のふれあいが�� になりつつあるため、地域² るみで^ 少年

をÑ• �� づくりが求められています。 

Ï t ン< ー€ ット・�Ô *É の÷ � や
 j 営#� 設のÆÇ などにより、^ 少年のû‰Ñ 成を

k ´ する' ´�� 対策の重要性も高まっています。� MやÌÏ 、地域がH 体となり、��

l 化に" けた取り組みがØ 要です。 

Ï 南丹市では、^ 少年Ñ 成r 会と�� して、m Ã み�� 中のパト1 ー& やあいさつ• 動など

の} 発活動など、^ 少年のû‰Ñ 成に" けた取り組みを実� しています。 

�

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

子ども会行事の参加人数（年+ ） 人 4,911  5,000  5,100  
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  Ï ^ 少年のÌ S 活動や† ランティア活動、地域活動Q のI Å 的なÀ Ç を促すとともに、

各t ½ S 会、� Î 会をuv し、地域で活‚ するリー� ーのÑ 成をA ります。 

 

���� ��� �� ��� -.
-.
-.
-.
 ��� �ÐÐÐÐ ��� � ¦�¦�¦� ¦�� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

  Ï パト1 ー& や} 発活動など、� Mや地域との�� ・� 化をA り、âB { � や�� l 化

にz めるとともに、^ 少年のu かな人� 性をÑ• ために、地域での見0 り活動をÈ 進

します。 

 

���� &&&&���� �œ�œ�œ�œ /// / ‚‚‚ ‚ 0000 ¾6Fa�¾6Fa�¾6Fa�¾6Fa� 121212123 33344445555-.
-.
-.
-.
 ��� �¦� ¦�¦� ¦�� ���

  Ï 地域・� M・ÌÏ で地域にÑ つ子ども像を&' し、その実現に" けそれ� れが持つ�

� をI Å 的に進め、r¯ して次¤ を� う^ 少年をÑ 成します。 

 

 

����

9-. では、Á かな心を育み、基本的生活=Â をしっかり身につけさ‡ まし; う。�

9 地域全� では、子どもたちに� を� け、コミュニÃ ーションを積M的に図りまし; う。�

9Ä 少年を取りÅ く環境のÆ化にÇ め、È 行防É やいじめÊË に� けた取組を進めまし; う。�

�

�

 

����

9 南丹市子ども・子育て支援事業計画（2015～2019 年度） 

9 南丹市教育大¥ （2018～2022 年度） 

9 南丹市教育¦] 基本計画（2018～2022 年度） 

�
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市民ワークショップでの市民からの意見やアイデア 
 

まちづくりの基本方針「Äú ÌÂ ³ し• まちづくり」に?� した、市民ワークショップで

市民からõ されたÓ な意見やアtˆ アを掲Ô します。 

�

３．µi 楽4�7äå<� 【教Ãn 文/n{ ポê ツ】�

&'()� ÎÏ 意見n Ñæ �

� M ÐÑ やÁ p  

ÐÑ の« 実 

Ï 地域のい—んなf 人たちと子どもが? われる機会をもっとÆやす。 

Ï è 人の子どもでもn れるような地域づくりがf� である。 

ÌÏÐÑ の« 実 

Ï G _ なÌÂ があり、子どもたちの› äå にもなる¼リー; クー& を

つくってはどうか。 

Ï 南丹市のs ・中ÌÏ では? # をØ o でÐ える。 

Ï コミュニティ・; クー& のY 度を活+ し、地域の高齢$ が子どもた

ちにp の& Â やó などをÐ える。 

Ï 南丹市の地域¾¿ を生かした0 リキュラ� をつくり、: 会からもë

Ì したくなるようなÌÏ づくりをB う。 

Ï 園部地域などでs 中高H•ÐÑ を実� する。 

生š Ì S のÈ 進 

Ï f 人の持っている; キ& を子どもたちにÐ えられるä をつくる。 

Ï 生活の’ w など、? # や子Ñ てに? することなどn いÓ¤ にÐ えら

れる�� づくり。 

Ï 地域で活動するD 体がÓv し、地域の人がT 生になる½ è をuv す

る。¼ィー&8 ワークなども実� する。 

Ï iq な人ややるƒ のある人などを発r し、人• バンクのようなしく

みをつくる。 

RS   化の•ƒ  

Ï s	 りなど、地域のRS B 事を� 活させる。 

Ï 地域の¥¦ ½ è など、RS   化をR えるÐ ÷ をつくる。 

Ï 高Ï などとも�� し、地域Ì をつくっていく。 

Ï ÌÏ などでRS   化をR えるÐ ÷ をuv する。 

生š ; Ž ー†  

�� の« 実 

Ï ランニン2 や$ t ーキン2 など、û ã o に¥¦ したuv のä を広げ

る。 

Ï 地域の• 動会はできるため• 続して\ しい。 

Ï ; Ž ー† を通じた地域振興がf� である。 

^ 少年のû‰  

Ñ 成 

Ï 地› のq きなとこ—を 10 R えるようになる。 

Ï 高Ï 生がs Ì 生に' � をÐ えるような、GÓ¤º 流; 4 ー; を設9

する。 
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４．自然と共生したまちづくり 
�� � �� �
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����� ���� ���_`XY_`XY_`XY_`XY ����C]C]C]C] 				
 

 

 

 

 

 

 

 

Ï 南丹市の森§oI は約 54,300wxと総oI の 88r をs めています。人I § はその約 4 � で、

特に日吉、美山地域においては§# が基½ Ö# として89 づけられ、暮らしの営みの中で

森§ が0 られてきました。社会情勢の変化、ŠÖ •=Û のáâ 、§#ç 事$ の高齢化・V

• $ ® Œなど、§# を取り巻く� しい�� が、森§ の
 正な• 持・�� にf きく�� を�

] しています。Ç えて� 生yz やx s ´ などによる2 ´ も重なり、森§ の{ þ が見られま

す。 

Ï u かな「森」は、南丹市の地域特性であり、市民がê る! き.Ö です。南丹市における持

続的な発¼をA るためには、この地域特性を見つめ- し、C たな魅力と持続可能な「し


と」を創õ することが求められています。 

Ï H 方、市域にs める? 地は約 2,738wxであり、? # は、§# とともに基½ Ö# のひとつと

89 づけられています。? # の営みによる自v �� Q � ] す�� についても¥¦ が求めら

れています。 

Ï 自v の
 é としては、るり� 、� 生�� § 、yz{ や~{ などの森§ ・� { 
 é があげら

れます。2016（平成 28）年 3月にはZ: 丹j 高LŠ 定‹ 園が� 定され、南丹市では美山地

域の\]‰ 域と日吉・八木の一部がそのæ域にœまれています。 

Ï 生態+ のÌ 存、}¿ のかん� 、´ ô 化õö の| ' といった森§ の持つさまざまな機能Q の

?¡ も高まる中、@V は森§ の計画的な�� Ì ‰対策や、森§ を0 りÑ てるという意識を

市民のみなら1 来 $ 、: 市住民Q と広げていくØ 要があります。さらに市民、D 体、事

#$ 、市のr¯ を通じて、自v �� を基ª に} えた「住んでみたいまち」「住み続けたいま

ち」づくりを• 続して進めていくことが求められています。 

�

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

公害防É 協定の締結数（Ì 計） 事業所 45  47 � 上  47 � 上  �

� ° —œ) • ) O Ž ž p� ž � ���� � ���� � ���� � �

  

����� �

��	� �


� �
����� �

‡ J-úûõö� • ©7 Ÿ �QW9 š —7úûõö�qˆ5& mn �ÉÊ Fqr 0- ] •B
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���� ��� �� ��� 55556161616178¼½78¼½78¼½78¼½� �� �ÕÕÕÕ ��� � ����

  Ï 自v �� の調査を進めるとともに、森§ の
 正な�� や� { の�� @i を?á Ó 体と

のr¯ で進めます。 

  Ï � 少生½やその生\�� を0 るため、œÌ�� 、市民とのr¯ によって調査�� など

の取り組みを進めます。また自v �� 、生態+ 、
 é のÌ ‰„ – にz めます。 

 

���� ��� �� ��� 78¼½78¼½78¼½78¼½ 3333 ÃÃÃÃ 6666 xxxx 789:789:789:789: 1111AAAA ;;; ;<<<< ��� �� �� �� �� �¦� ¦�¦� ¦�� ���

  Ï 森§ のさまざまな機能が発揮されるよう、§# 振興のための¢ m、
 正な�� � Â *

ÈÉ なu 発の& Y などをB い、u かな森§ のÌ ‰をA ります。 

  Ï �� に¥¦ した? # をÈ 進し、? # による} �� Q のþ � をá 減する取り組みを進め

ます。 

 

���� &&&&���� 78¼½78¼½78¼½78¼½� �� � ==== SSSSmn1¾xmn1¾xmn1¾xmn1¾x >>>> ‰1‰1‰1‰1 ��� � ˜̃˜ ˜ ???? ��� � ��� � DEFDEFDEFDEF� ���

  Ï 森§¾¿ を活+ した事# 、森や里の特性を活+ したC & 事# の創õ など、u かな自v

�� を活+ したC たな魅力あるし
 とを創õ します。 

  Ï 森を活+ したものづくりの取り組みなど、RS 的にŽ け• がれてきたó ` を生かした

し
 とづくりを進めます。 

 

���� BBBB���� 78¼½78¼½78¼½78¼½� �� � @A@A@A@A mmmmvvvv¨‰̈‰¨‰̈‰ ��� � ��� �� �� �• •• • 3333 n1n1n1n1 BBBB xxxx ��� � ˜Ei˜Ei˜Ei˜Ei ��� � DDDDEFEFEFEF� ���

  Ï 森の体…事# 、: 市と? ª のº 流事# 、� コ† ーリ, � のÈ 進、~ ˆ&¼ t ­ ; ト•

動などを通じて、u かな自v �� に? わる¥¦ ・RS とともにC たな=> を創造する

取り組みを進めます。 

  Ï 森§ 認ë や� • • の' 効ª+ など市KÖõ 木• の„ – やª 活+ をA ります。 

  Ï 市民や来 $ 、[ 民とともに森§ を0 っていくために、§# 体…ÌÏ のuv 、森§ †

ランティアの活動¢ mなどによって人• のÑ 成をA り、その活動振興を促します。 

 

 

����

9 自然や環境について学ぶ学= 会やÍ づくり、環境保全・美化活動に積M的に参加しまし; う。�

�

 

����

9 南丹市環境基本計画（2011～2020 年度） 
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� ���L�XYL�XYL�XYL�XY ����abababab 				
 

 

 

 

 

 

 

Ï fƒ 、€ � 、振動、? • 、ê 化Ì " キシ� ン‚ など、�� 基| > や要ƒ ¸ 度> K を上Û る

S 題は発生しておら1 、z q な生活�� がÌ たれています。また� {}ü は、Z:[ およ

Â 市によって定� 的に測定がB われており、2016（平成 28）年度の調査¸ 果では、い1 れ

の地点もおお• ね�� 基| > K となっています。 

Ï 南丹市では、‹ ´ 発生のCv { � 、‹ ´ 発生£ の
� な対Ù をA るため、市K 45 事#$ と

‹ ´{ � r 定を� ¸ し、事# 活動における�� ¥¦ を進めています。H 方で、I ä や事#

å などの‹ ´ に? する意識} 発や活動の¢ m・� T はB われていないため、これらの取り

組みを進め、より安‰でÊ 
 な生活�� の創õ をA るØ 要があります。 

Ï 生活�� を0 る取り組みとして、‹& 下}Œ などの@i 、® 法„… の† 視・見Û り、さま

ざまなD 体・地域と�� した美化活動などがB われています。これらを通じて安¡ で美し

い生活�� がÌ たれています。さらに、ÌÏ においてはÐÑ 活動‰体を通じて体…Ì S も

œめた�� ÐÑ をB っており、@V はこれらのH� の� f が重要です。 

Ï Œ•• ‡ や山§ 、日吉�� ˆ �� などで、生活+
 みや�* 、ž< t ‰などの® 法„… が

見られます。これらの® 法„… については日ž から見Û りをA っていますが、V をæたな

い現状となっています。また、Œ• や� {Q のŽt Š てによる‹Œ 
 みについて、市民や

来 $ 、通過$Q の} 発を進めていますが、市民とB* がともに�� の美化に取り組• 体

Y@ i がØ 要です。 

�

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

公害防É 協定の締結数（Ì 計）9再  事業所 45  47 � 上  47 � 上  

不~ÎÏÐ 視パト� ールによるごみÑ 入Ò  ÓÔ 4,845  4,600  4,360  

9再：再Õ した指標  
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���� ��� �� ��� •ú•ú•ú •ú�1@�1@�1@�1@ ��� � ÐÑÐÑÐÑÐÑmmmm CCCC ’’’ ’ DDDD xxxx EEEE ˜@˜@˜@̃@¼½¼½¼½¼½DEFDEFDEFDEF� ���

  Ï 下}ŒQ のn 続やl 化• の設9 のÈ 進など、�� þ � をç 減する取り組みを進めます。 

  Ï I ä や事#$ と�� し、I ä ù } ・ù � などの�� þ � をç 減する取り組みを進めま

す。 

 

���� ��� �� ��� ???? i�Í�i�Í�i�Í�i�Í� FFFF oooo ��� �GHIJGHIJGHIJGHIJ ��� �óôóôóôóômmmmvvvv¨‰̈‰¨‰̈‰¯c̄ c¯c ¯c ��� �EEEE MbdMbdMbdMbd� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

  Ï 市民のr 力をX て、® 法„… の† 視の« 実や定� 的な見Û りをB います。 

  Ï � { や? 地、½ —Œ• のŽt Š て対策として、ÆŒd Ž での™Â かけをB うとともに、

市民・各t D 体・W# などと�� した美化活動をI Å 的に進めます。 

  Ï 市民、ƒ„… 、事#å 、B* などが�� ・r 力して、人• や組K のÑ 成をA り、��

Ì ‰に取り組• 意識" 上をA ります。 

  Ï ÌÏÐÑ において、� Mや地域とも�� し、�� Q の意識" 上や美化活動のÈ 進など

を進めます。 

 

 

 

����

9 自分たちのまちを自分たちできれいにしまし; う。�

�

 

����

9 南丹市環境基本計画（2011～2020 年度） 

�

�
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�
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����� ���� ����cXY�cXY�cXY�cXY ����C]C]C]C] 				
 

 

 

 

 

 

 

 

Ï 2005（平成 17）年のZ:P 定[ に¤ わる 2020 年以降の„ ÷ 効果ø ; ù õ � 減に" けたC

たなŠ a 的な取り組みであるパリr 定の発効などをÈ まえて、地ú „ û 化に対してì がŠ

は„ ÷ 効果ø ; の� 減に" けたB 動N œを果たさなけれï なりません。さらに、2011（平

成 23）年 3月のk 日本f � ­ � ÂL 子力発* å 事¶ 以降、L 子力発* Q の	 存度をá 減し

たC しい� €& � ーミック; の実現、分‹ „ の� €& � ーシ; テ� Q のÖ× が求められて

います。 

Ï 南丹市においては、¾¿ ‡ � や� €& � ーの' 効ª+ の取り組みがç 来から進められてき

ており、市K には® Ö �� の改à もI ねて' 機þ …½を•• や発* にª+ するとともにC

たな活+ ó ` を�� するバt" � コ1 ジー“ ン< ーがあり、I Å 的にÈ 進しています。し

かしながらCËC ª+ のバt" マ; もG く、@V は 2015（平成 27）年度に策定したバt"

マ;Ö#: 市構想に基づき、効果的なª 活+ Q の取り組みが求められています。 

Ï� 生可能� €& � ーについては、住s + ¯ ) ê 発* 、‘ ; トーブなどの÷ � を進めてきま

した。こうした取り組みの�’ とH� の市民、事#å のÀ 画を進めることによって�� に

þ � の少ない� 生可能� €& � ーª 活+ のH� の÷ � にz めるØ 要があります。 

Ï u かな森§ を持つ南丹市では、森§ による´ ô 化õö の| ' ó の� f が� # されます。森

§ の´ ô 化õö | ' 機能のÆf に" け、森§ の
� な�� ・@i をÈ 進するØ 要がありま

す。 

 

  CÖª×ØÙ ス総Ú 出Ò の推V  

 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 

Ú 出Ò （千 Û） 288.9  279.0  280.5  278.6  

資料：市民環境F   

�

����

指標名 ��  現状値 

� 標値 

５年後 10 年後 

Öª×ØÙ ス総Ú 出Ò  千 Û 278.6  237.0  216.0  

八木バイオ½コ� ジー� ンz ー発電Ò  万 ÓÜÝÞ年 109  120  130  

再生ß 能½ネルà ーのá 電â 約数（Ì 計） \  1,029  1,470  1,700  

����� �
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���� ��� �� ��� ��� � KLMKLMKLMKLM MMMM NONONONO� �� � PPPP,Q,Q,Q,Q ��� �©ª©ª©ª©ª� ���

� � Ï �á�¯ #å � B* � 協働�`Q�ê イオÍ ; C�÷<A!%[ v � ネル� Ì�ÉÊ

Ljœ 用˜ 省� ネル� Ì� ÷ � � 努<$q&�

� � Ï „ 室ÉÊ ガ; 排õ �‘je � #ÛÜ � ネル� Ìjô Q � � ネル� Ì 転換˜ 2 íÌ• 0

Ì¢•jô�rQÇÈ�`? ’ 電� B ×XG™Q� 今V ¬ • Ú!G „ 室ÉÊ ガ; 排õ

� •� " š%rQÇÈC È R!$q&�

� � Ï „ 室ÉÊ ガ; 排õ � •� " š%rQÇÈA §G����� ' q?6 § � 
 _j 維Ù

�� C È R!�6 § �ÙN ´ 酸{ 炭素| ' õÜ� 維Ù7 " gC A Q$q&�

�

���� ��� �� ��� ,QRS,QRS,QRS,QRS 
�
�
� 
� TUTUTUTU bùbùbùbù� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

� � Ï �á7̄ #$ � 省� ネル� Ì�Õq?â· " gC A ?AA¬���� � H�™eG��

省� ネル� Ì� �� C A Q��Ê� P 価˜^ à C A Q$q&�

� � Ï u 富j6 §¾¿ ˜a ½ Ö# 4à? 農# � ¯ 陽ê ˜ u Mj }¾¿ �œ 用jô�S•�‚

ƒC#M!% � #ÛÜ � ネル� Ì� T ë � ÷ � ¹RC A Q$q&�

� � Ï 農家˜ H %家M �Õ!Gê イオ� ž 1 ‹Ì “ • < Ì|� Öõ q? •• ˜ 研究�Ê� H

� � 利œ用C¹qAA¬�� ¢ 援CR<$q&�

�

���� &&&&���� ¼½¼½¼½¼½mjl˜@mjl˜@mjl˜@mjl˜@ CCCC ’˜’˜’˜ ’˜� �� � 4444 @@@@VVVV ¦�¦�¦� ¦�� ���

� � Ï 環境�˜@!eª;!� › QTC� ÌÏÐÑ ˜tu ÐÑ � ä Cö÷G ÌÂ �³AA¬

�� 環境�NeGúû�I N � � T q?�á 2 ルÌÂ� Ñ �C A Q$q&�

�

�

����

9 ª ãÖä | ’ É � / (\Ù&?=›9 ² u� L R?r å G<G ; D I �

9-. ™…5å?ÙÚ==›9 L ½ > ð à Öw † ?æç�™ Z G( † "Gu…5é I �r å G<

G ; D I �

�

�

����

9 jkMæç ��ÔÕ �����ã���� � 2 ��

9 jkM 3 ‡ 4 àÑéê Ö:ÔÕ �����ã���D � 2 ��

9 jkM 3 ‡ 4 àÑ45`M: 5 �����ã���D � 2 ��

�

� �

����� �

��������� ! �
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����" """� ���defXg��defXg��defXg��defXg�� ����h ĥ^h^h^ 				
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�

�

�

�

�

Ï ����� 
 ÈC ¾¿ œ用q?%<��á } ÓA ¾¿ { 
 È� • MjU � �`? Û ' ˜ 


È Û ' � ' 料{C B ØGe$q&}�%<�á� 
 È Q �â·�•e´µ4q��#œ 様

3 � G様{�`Q� 
 È� 量�� 々ÆÇô" AjØGe$q&� K ��á � 企# ˜ fÌ |
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� � Ï 農# +,S•jô� 
� j � (� 運用A �� � 努<� 農# +,�%<� ¢ 援˜ 農業従

¯ 者� 育� ,支援�`ØG� 田�˜8�� 農� 村ò 落� 保全C図Q$q&�

� � ○ò 落€ 農�Ç 織{˜]ˆ{�¹RA•€ 強{� 農S�ò 積jô�`QÉ 率� 良e 農業

CR<?AA¬�� 適切MN-.Lj 農業a 盤� 整備CR<� ­ 作放…SÕ'C 含む

*�Lj 農S� 保全CR<$q&�

� � ○農村景観˜S• 環境� 維Ù7 向gC 図?%<�S• ぐ?È� 共同œ•C 支援!$q&�

�

���� ��� �� ��� efgefgefgefg� �� � ijijij ij3 333 SSSS6˜‰6˜‰6˜‰6˜‰A� A�A� A�� �� � #$#$#$#$ ����

� � ○) 京�ìÃ• ド産品/� i 良# 産SA!G�# 産量� 回復C<K!�# 産œ•C 支援

!$q&�

� � ○S•�‚ 産物˜© 全7© 心j 農産物へ��á� 理解C深<�S 産S 消CR<$q&�

� � ○¶( 農業者C支援q?AA¬�� � タÌ•˜ � タÌ•C 含<% 新規就農者� 育�7 支

援C推R!� 担eó� 確保C図Q$q&�

� � ○環境へ� 負荷C4:? だš 抑û%ÙÚÛÜj 農業CR<� 無農薬˜ 低農薬² 培C推=

!� 畜産農家A 連携!% •• � 有É 利用�`? 土P=Qjô�`Q�© 全7© 心MN

環境保全C»ü!% 先RLj 農産物�# 産C支援!$q&�

� � ○六3 産業{� 多様j 仕ÇÈC 検証!� 農産物� 付加価値C•< 農家所得� 向gC 図Q

$q&�

� � ○都�A 農村A�l 験型� 交W¯ 業C推R!� 農業˜�•� 農産物へ� 理解C¹Rq?

AA¬�� 農家所得� 向g�Nj�?`³ 農家á ¤ jô 農家•€� 新%jrQÇÈ�

拡充C図Q$q&�

� � ○畜産農家�•€©(˜ 環境^ 善�© 全7© 心j 畜産物�# 産C支援!$q&�

�

&&&&���� kkkk SSSS TTTT úúúú lmlmlmlm 1äÂ�1äÂ�1äÂ�1äÂ� NONONONO ����

� � ○ø• 連携¬ 含<% 有害yz � ³L ¯ 業CI 施!� 野# yz �# 息個l 数C制限q?%

<-.Lj ³L CR<$q&�

� � ○有Éj 防除施H�H 置� 支援AA¬�� 防除˜ ³L �%<� 相談7 指導CR<$q&�

�

�

�
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○����6 林面積�ù …�ŽZ�� wxA* 面積� �� ´ C占<Ge$q&ˆ 工林�«�ù � 割4�

‚������S•�™eG� 林業�a 幹産業A!G 位置Pš;X�ª;!�€È�Y4

6 林� 守;XG:$!%&�

○近�� 長引=� 材価格� 低迷4 林業•€� 厳!=� 林業# 産�•‘!� 林業労働者�•‘

A•–{jô�`Q 労働¤� 低1!�ˆ 工林� 適切� 管理@Xje´µAjØGe$q&

加ûG 野# yz ˜ 病s 害jô�`? 被害¬»jQ�6 林� { 廃�ð;X$q&�

○‚ 産�� 波Í ツタケ¬ µ 林� 害s 被害jô�`Q# 産量�y•!Ge$q&�

○#° 系� 保­� 水源�Mç 養� 二酸{ 炭素� | 収AeØ%6 林�ÙN@$K$jõÜ へ�

関心¬•$ØG™Q� 今後�6 林�-.Lj 管理保全Õ'˜�6 林C守Q育G?Ae³â

·C�á�Èj; ずE 訪者� 都�¸á へAøÏGe= 必¼�àQ$q&�

○��
	
�� ����‡M;) 京都府� 豊Mj6C 育G? 府á 税/�ÄH@X$!%&«� 府

á 税Cœ 用!% 交付%�`?6 林整備� 期待@XGe$q&«�`³jY4�)���8�

再# 整備¯ 業/CÄH!� 独[� 施'C 講÷Ge$q&�

○南丹市では、鳥獣被害防止対策として、捕獲と防除の両面から対策を実施しています。しかし、

依然として基幹的な産業である農林水産業への有害鳥獣による被害は大きいものがあります。 
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指標‹� �� � 現•>�
� 標>�

µ� 後� �� � 後�
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� � ○6 林� 国土� 保全� 水源� ¶ 養�S 球温暖{� 防� �# 物多様ƒ� 保全�� 材|� 林

産物供: jô� 多面LõÜC 有!Ge$q&6 林�@$K$jõÜ�ÓÔ@X?`³�

適_j 管理及び無秩序j 開Ó� 規制jôC 行³}A�`ØG� 豊Mj6 林� 保全C図

Q$q&�

� � ○ˆ 工林C適切� 管理7# 育@§?%<�� š – ごA�-.Lj 施業C¹R7 支援!�

適切� 整備@X%6 林C未E� 継承!$q&�

� � ○k6 林Ç�˜� 林所有者� 行³ 環境整備� 保全œ•jô� 必¼j 支援CR<$q& 田

�˜8�� 農� 村ò 落� 景観保全C図Q$q&�

���� ��� �� ��� efgefgefgefg� �� �¼½¼½¼½¼½ 3333 ÃÃÃÃ 6666 xxxx ;;; ; ��� �� �� � #$#$#$#$ ����

� � ○新%j 林業従¯ 者� 確保A 育�� 労働条件�^ 善� 向š% 支援CR<$q&$% 適切

j6 林整備� 向šG� 技術指導� 普及啓Ó� 林業関係団l へ� 支援CR<$q&�

� � ○林道7 作業道jô� 路網整備CR<$q&�

� � ○S 元産材� 付加価値C•<?}AA�6 林¶ 証˜ 間• 材� 利œ用C¹R@§?%<��

京都府˜ 関係õ 関A 連携!% ＰＲ˜ 利œ用�¹RC 図Q$q&�

� � ○間• 材� 利œ用˜�Á イタケ�Àí�Í ツタケjô� 林産物�+,C 図Q$q&�

� � ○� 内� 利用期� 達!%6 林資源C有É�œ 用!� 林業¯ 業l�•€¤ 向g˜� 林家へ

� 利®· 元� 拡大C図Q�S 元雇用�Ä 出A §G 林業�� 長産業{C 目指!$q&

 §G�ò 落� 企業� 京都府|� 公共関係õ 関|� 多様j 主l� 参.!� 原�� 供: �

加工�Wö� 消費�ê イオÍ ス利用AeØ%6 林資源� 有Éœ 用C担³AA¬�� 再

—林� 保育| 適切j 管理C 2 I� 行e� 環境�˜@!e 資源4à?� 材� 循環サイÀ

ルC確~! 健全j6 林CDE� 引: 継ぎ$q&�

���� &&&&���� kkkk SSSS TTTT úúúú lmlmlmlm 1äÂ�1äÂ�1äÂ�1äÂ� NONONONO ����

� � ○ø• 連携¬ 含<% 有害yz � ³L ¯ 業C継Ú!GI 施!� 野# yz �# 息個l 数C制

限q?%<-.Lj ³L CR<$q&�

� � ○関係õ 関及び¸á� 一lAjØG�S• ぐ?È46 林Aò 落� 間へ� 緩衝帯整備˜8

�� 環境整備CR<�*�L� 防除q? 環境P=Q�rQÇÈ$q&$%� 有Éj 防

除施H�H 置C支援!$q&�

� � ○6 林�™eG� 病害s � 防除7 ¬ 除CR<$q&�

� � ○ツè ノå グÍ�`?ˆ 工林へ�ÀÍ ¸ ぎ防� Õ'CR<$q&�

�
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○������Z� tC 超û? 誘致企業�~S!�_t 員7ëÌï�×§G �Ž†�� ˆ0g� 働

eG™Q�«�³O�á�ù 
Ž��� ˆ 雇用@XGe$q& 雇用� 場� 確保˜(¸¹RC<

K!��� 財政AS••›C 支û?»¼j 産業A!G�@;j? 企業誘致C図?}A�„

<;X$q&�

○産業�œƒ{C<Kq 産業拠ËA!G) 京都新光悦村/ へ� 企業�~S�Rç4e$q��

引:Ú: 積極Lj 企業誘致�„<;X$q&�

○工業+,C 図Q�©(ƒ˜ 収® ƒ�•e¯ 業{ へ� 支援CR<?AA¬�� � 7 � タÌ•

者jô� 就業˜ 起業支援�rQÇ む}A�„<;X$q& �

�

�

�

����

指標‹� �� � 現•>�
� 標>�

µ� 後� �� � 後�
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���� ��� �� ��� op>op>op>op> ((( ( qrqrqr qr ��� � ssss ­­­ ­ UtUtUtUt ��� � uvuvuvuv ����

� � ○京都新光悦村�™eG� 若e 職ˆ� 育�˜ 伝統Lj 素材7 技術$%�â ¹ � 新U野へ

�œ 用� 先端技術A� 融��`? 新� 場� 開WjôC<Kq 企業jô� 誘致C推R!

$q&�

� � ○京都新光悦村へ� 企業R出�`? 産業�+,�(¸ˆ‰� 増加� 雇用�Ä 出� 新%j

文{�Ä 出��� 知名‡� 向gjô� 波及ÉÊ�`Q 拡大q?`³���œƒ{C 担

³rQÇÈA!G 庁内� 連携及び商工団ljôA� 連携C強{!� 一lAjØ%rQ

ÇÈCR<$q&�

� � ○� 内観光資源A� 連携�`ØG� 京都新光悦村Cl 験型� 観光施HA!G� 利用C検

討!$q&�

�

���� ��� �� ��� wwww �ù��ù��ù��ù�� �� � ������ �� ��� � xxxx ��� � yzyzyzyz ��� �©ª©ª©ª©ª� ���

� � ○雇用� 場� 確保˜(¸¹R� 加ûG��� 財政C支û? 産業�a 盤C整備q?%<�

S•�‚ƒC#M!% 工場用S� 整備� 努<$q&�

� � ○�á� 雇用¹R�%<�S 元新規雇用�MM? 企業へ� 支援� 努<$q&�

� � ○S• 産業�œƒ{� 向š� • ­ 企業� 育�C 図?AA¬� 積極Lj 企業誘致jô�`

? 新%j 雇用õu�Ä 出C図Q$q&�

�

���� &&&&���� ��x��x��x��x �·�·�· �·� �� �ÃÄÃÄÃÄÃÄ� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

� � ○誘致企業˜� 内Y 小企業�•€�©(� 拡大�%<� 関係õ 関A 連携!� 企業訪問|

�`? 支援C推R!$q&�

� � ○産学官� 連携C深<�� 内� 大学|C º 業!%ˆ� 工芸jô� 起業C!˜qe`³�

«� 支援� 努<$q&�

�

�

����
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○郊外型大型店� 増加!% 近隣�� へ� 消費�W 出jô�`ØG� 近�� 内� 商品販売額��

大> �•‘!Ge$q&}X�`ØG 身近jS•� 商業� 7 ×XNNàQ� 車CÙ%je

”ô¬˜•– 者世帯� 学#�AØG� 常Lj 消費#œ� 不便�jØGe$q&�

○����S•�‚ƒC#M!G 付加価値C付š%�‚Ñà?¬�˜ 品質�•e¬�C 製

—7 販売!Ge=}A�„<;X$q&�

○� 内�� 京都伝統工芸大学校�àQ�«� º 業#�S•� 協¤C 得j�;� 内� 工» C開

H!Ge$q&$%���
�
�� ���� � ��� 京都� 術工芸大学� 開学!� 伝統��C

#M!j�; 新%j 価値CÄ—4:?ˆ 材育��rQÇ$XGe$q&�

○¬�P=Q 団S) 京都新光悦村/jô�¬�P=Q� 関×?ˆ 材� 層� ¼ e���4��

新!e¬�P=Q� 展開�`?)jç%çìÃ• ド/CÓ 信!Ge=}A� 期待@X$q&�

○今後��� 内kS•�‚ 産品AS• 資源|C 連携@§%‚ 色à?��� 独[�)jç%ç

ìÃ• ド/� イîÌ‹C 確~!� 消費者� 支Ù7 信½ C得;X?)jç%çìÃ• ド/C

提供q? 仕ÇÈC 整ûGe= 必¼�àQ$q&�
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指標‹� �� � 現•>�
� 標>�

µ� 後� �� � 後�
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� � ○Ð¤à? 商業�ò 積C¹q%<� 商工ujô�á 間団l�k¯ 業所�$OP=Qõ 関

˜ ＮＰＯjô�$OP=Qœ•A� 連携CR<$q&�

� � ○S•�ˆ 材˜œ¤C#M!%•›Ó 展C¹q%<� 商工ujô� 行³Ä 業支援˜ 商工

業者へ�œƒ{�rQÇÈC 支援!$q&�

� � ○販売¹R˜ ¾客� 確保jô�S 元商業者�`? 主lLjrQÇÈC 支援!$q&�

� � ○� 間ò 落˜�9Sjô�«X ぞX�S•¸á�ª;!C 支û?%<� 必¼j 商業� 育

�� 仕ÇÈP=QC 推R!$q&�

�

���� ��� �� ��� ��� � 1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ ||| | ‹]‹]‹] ‹] }}} }� �� � ��� � ]�]�]� ]� ��� � ~•~•~• ~• ��� � uvuvuvuv ����

� � ○# 産者A 商工業者��á 団ljô� 連携7 協¤�‚ 色à?S•� 相互� 連携�`? 一

lLj)jç%çìÃ• ド/� 開Ó� 加工� 販路開W� 展開C支援!$q&�

� � ○����‚ 産品C)jç%çìÃ• ド/A!G 確~q?%<��á 及び全国� 消費者

˜¯ 業者へ� ＰＲ� 努<$q&$% œ在型観光� 推RA 連携!�)jç%çìÃ• ド/

�� 内4�ÉÊLj 販売拠Ë7 販売T]C 検討!$q&�

�

���� &&&&���� ��� � 1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ ||| | ‹]‹]‹] ‹] }}} }� �� �3 333 ÃÃÃÃ 6666 xxxxS�ðS�ðS�ðS�ð ��� � ������ ��Â� Â�Â� Â�ÃÄÃÄÃÄÃÄ� ���

� � ○©全7© 心4 消費者¡Ì ズ� 沿Ø% 売X? ¯ 7 野菜7 畜産物jô�S• 資源C#M!

%‚ 産品�# 産C引:Ú: 支援!$q&�

� � ○���4œ•q? 工芸家|� ネæïåÌÀC#M!� 相互交WA 連携�`QN=Qó

C支û�«�Ð¤�Ó 信� 製品�ìÃ• ド{A 販路拡大CR<? 仕ÇÈCN=Q$q&�

� � ○伝統工芸jô����S• 資源C#M!% 産業� 工芸品� 作Qó˜ 工業製品�# 産者

C支援!����� 新%j‚ 産品A!G( 2 q?`³ 育�� 努<$q&�

�

�

����
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○��� 内� 誘致企業4��_t 員7ëÌï�×§G �Ž†�� ˆ0g� 働eG™Q�«�³O

�á�ù 
Ž��� ˆAjØGe$q& 企業M;��„ˆC 出!G¬Öñ�jeAe³ 声C K

= 一T��áM;�� 内� 働= 場所�jeA� 声C K :$q&$%����M; 京都� 内

jô へ�ö 勤者¬ 多eJ´�àQ$q& 企業¿ �„ˆA 働= ¿ �„ 職¡Ì ズA�Ÿ スÍæ

チ�#÷G™Q�Ÿ スÍæ チ� 解消�„<;XGe$q&�

○今後�(¸¹R へ� 条件整備� 向šG�¸ 宅需¼へ�ÕÖAA¬�� � 7 � タÌ• 者jô

C含<%S• 雇用C¹R!�@;� 新%j 企業誘致˜ 起業支援� 努<Ge=}A4� 就労

�õuC 増˜q}A�„<;X$q&�

○誰4¬© 心!G 仕¯�4:�ª;!Geš?tu� 向šG� 老若男女� 障�e� 有無� 関

×; ず� 誰¬�© 心!G 働=}A�4:? 労働環境P=Q�„<;X$q&�

○健康寿命� 延伸�© 心!G 働:Úš?%<�� 労働者� 健康管理�î• タルヘルスÕ'�

„<;X$q& 企業˜ 工場jô�¯ 業者�`?rQÇÈAA¬�� 一ˆ¨AQ�[;� 健

康�â·C 向š?}A� 必¼�jØGe$q& �

�

�

����

指標‹� �� � 現•>�
� 標>�

µ� 後� �� � 後�

H3 づくり45ó3 r 労ä 援�� + ��

�M 民" êX3 „ �
 ��

� �� � ��� � ��� �

�

� �

����� �
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���� ��� �� ��� #÷ÃÄ#÷ÃÄ#÷ÃÄ#÷ÃÄ� �� �²³²³²³ ²³� ���

� � ○農林業˜S 元商工業�����) 働= 場/A!G 一層拡大q?`³ 支援q?AA¬��

積極Lj 企業誘致œ•C 行³jô�S 元� 産業� 一層�+,C 図Q� 雇用õu� 拡大

� 努<$q&�

� � ○� 内4 働:%eAe³¡Ì ズ�ÕÖq?%<�� 内� 企業˜ ハロÌåÌÀjô� 関係

õ 関A 連携!� 相談7v 報提供l 制� 充I� ÀÁ � 図X? 仕ÇÈP=QCR<$q&�

� � ○府˜ ハロÌåÌÀ� 関係õ 関A 連携!� � 7 Ｊ7 � タÌ• 者� 雇用¹R� 向š%v 報

提供jô� 努<�(¸C¹Rq?%<�v 報Ó信C積極L� 行e$q&�

� � ○� 内� 就労者�����(¸4:?`³�I°˜¡Ì ズC把握!%g4� 企業˜S•

AA¬� 長期就労˜(¸C¹q%<�Õ'C 検討!$q&�

� � ○Á ルêÌˆ 材セ• タÌ�`?•– 者� 就労õu� 拡充C¹!�# 涯元気4 働š?$O

P=QCR<$q&�

� � ○新規学º 者˜ 障�e 者� 雇用¹R� 向š�¯ 業者へ� 啓Ó˜ 支援C行e$q&�

� � ○” 育G家庭� 就労C支援q? 保育jô� サÌŠ スC充I@§$q&�

�

���� ��� �� ��� #÷¼½#÷¼½#÷¼½#÷¼½� �� �²³²³²³ ²³� ���

� � ○関係õ 関˜¯ 業者|A 連携!��–˜ƒ 別� 障�e� 有無� 関×; ず� 誰¬�© 心!

G働=}A�4:? 労働環境P=Q�rQÇÈ$q&�

� � ○女ƒ� 就労C¹Rq?%<�åÌÀ7Ã イフ7êÃ• スへ�rQÇÈ�ø�?`³�

�á�� 内k 企業�Õq?â· 啓ÓCR<$q&�

�

���� &&&&���� ÷ÁðUV¼½÷ÁðUV¼½÷ÁðUV¼½÷ÁðUV¼½� �� �²³²³²³ ²³� ���

� � ○労働者� 健康増RC 図?%<�î• タルヘルスÕ'jô�k 種カウ• セí• グ� 充I

˜� 健診l 制及び� 病’ 防Õ'� 充I�NeG� 関係õ 関A 連携!�¯ 業者�Õ!G

啓Ó� 努<$q&�

�

�

����
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市民ワークショップでの市民からの意見やアイデア 
�

$OP=Q�abTÞ) Â ．œ¤A� ぎ×e�à?$OP=Q/� 関連!%��áåÌÀ

ÁŒæÂ4�áM; 出@X% 主jâð˜¿ イデ¿CÎ 載!$q&�

�

５．活力+, ぎ:6?‘�7äå<� 【XYÜÝ 】�

&'()� ÎÏ 意見n Ñæ �

観光�+,�

○� 内�S• 資源CNjÏ� 周& ƒ�à? 観光Â ログÃ ム� 必¼4à

?&�

○l 験A 学びCŸæÀ ス@§%Ð¤LjÂ ログÃ ムC開Óq?&�

○���4� 何4¬je`³j¬�˜l 験��� 外4� 価値�z×?& �

○[ 転車ロÌ ドレÌ サÌ�îæ カ�q?&�

エž ツÌí ズム�

� 推R�

○廃校jôC 農村l 験˜ ¤� 4:? 施H�q?&�

○エž� Ã Q物Cœ 用!%8� 観光CI 施!G�ô³M&�

○ÄÅ Qõ˜ チ; • ソÌ� g eT�ïÃÀ タÌ� 運転� 仕Tjô� 田

舎¤ 養� ÆC開講q?&�

○¿ ウï ド¿ 関連� 学校CH~!� スポÌ ツイ• スïÃÀ タÌC 講�

�q?&�

農業�+,�

○
 D間ぐ;e 農林業jôCl 験4:?Â ログÃ ムC開Óq?&�

○‚ 産品� 野菜C g Ø% 加工品� 開ÓCR<?&�

○ÄÅ Qツ¿Ì4 起業q?& 都���•– 者� 田舎4 ÄÅ QC!G¬

;³}A4� 農業�Í•ëåÌ� 確保A 健康P=Q�#:�eP=

Q�NjÏ?&�

○���4 独[�� 環境� i !e 農家�¶ 証制‡CN=?&�

林業�+,�

○林業l 験ツ¿ÌCS•A 行政� タイ¿æÂ!G 企.!�ñòq?& �

○ÇÈ �Ð¤C 伝ûG È� C育�q? ハ•¢£• グ学校C開校q?&

$%‹Š エ料理� 産業{C`Q 一層R<?&�

工業�+,�
○p j�;� 工場ð 学�4:?`³�q?&�

○¬�P=Q�$O�¿ÌïC 大切�q?$O�jØG ほ!e&�

商業�+,�

○助š�e�:ØMš˜ 商店9�œƒ{�Nj�?`³�S•ö É C

導入q?&�

○商店9�œ 気� 出?`³j イベ•ïCI 施!G ほ!e&�

○���$O Ê Ÿ�rQÇÈC� 全l�øÏGe=&�

雇用�©(�

○起業!˜q=j?`³j!=ÈC 充Iq?&�

○商店9jô� 空: 店舗Cœ 用!%Ä 業7 起業C支援q?!=ÈCN

=?&�

� �
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６．安全・安心なまちづくり 
������ �

�

�

�

�

�

�

� �



118 
�

����� ���� ���z<{|z<{|z<{|z<{| ����67676767 				
�

�

�

�

�

�

�

○��


�� �Z�� Z � 

 ��Ó#!% 東�b 大震災��S 震� 津波� 原”¤ 災害A� 未

Ë 有� 被害C¬%;!�«� 教訓C#M!% 防災l 制� 確~�»¼4q&$%���
Z
�

� �…���‚ 別Ì 報�ÄH@X% 直後�� 京都府C含む 
 府 � 県� 0 � 大雨‚ 別Ì 報�Ó

Í @X�����™eG¬ 河川� 氾濫|�`? 大:j 被害C¬%;!� 防災l 制� 充I�

„<;XGe$q& 従E� 風水害˜S 震へ�Õ'� 加û� 原”¤ 防災�Õq?rQÇÈC

推R!� 行政� 防災l 制�¬A`Q�� 頃M;�á� 防災â·C•<� 身近jS•�™š

? 防災へ�rQÇÈC¹q}A� 必¼4q&�

○���A«� 周辺�� 大S 震�Ó#!% 際� 大:j 被害C及ぼqA@X?n 層�­ 在q?

}AM;� 被害Cº 小限� 抑û?%<�� 建築物� U震{CR<? 必¼�àQ$q&�

○S•�[ 主防災Ç織�Õ!G�œ• 支援Cq?AA¬��Ç 織�jeS•�NeG 防災Ç

織�H~CR<Ge= 必¼�àQ$q&�

○災害時�™š?Öxœ•l 制�NeG��)���S• 防災-./�aPe%l 制P=QC

R<G™Q� 同-. 内O �ø 報7 周知˜�-.�aP= 防災訓Î �I 施AA¬�� Ï 難場

所� 検証7 確保CR<? 必¼�àQ$q&$%�•– 者� 障�e�à?ˆjô�[¤4�

Ï 難� 難!e 災害時¼配慮者Õ'A!G���� 災害時¼配慮者支援台Ð �`?k 関係õ

関4�¼ 配慮者� 把握˜ 個別-.�`?¼ 配慮者� Ï 難支援l 制� 整備�S•¸áAA¬

�rQÇ む必¼�àQ$q&�

�

�

����

指標‹� �� � 現•>�
� 標>�

µ� 後� �� � 後�

’ ñ � B 講座� 回/� � ¡� � «� � ��� �

ž Ù’ ñ R織3 R織•� � � �¡ � ¡� � ��� � •�� �
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����� �

�� 体制が*+I れ、地域での�� 活動が活º に< われる、� 害に� いまちをめV します。�
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  Ï 「南丹市地域防災計画」に基づき、防災?á 機? との�� をよりH�� 化するととも

に、防災� 設などのさらなる充実や市民Q の情報QÎ に努め、「災害に� いまち」をつ

くります。 

  Ï 災害£ 要¥¦ $ をB* 、ñ 防D や各地域がともに日頃から�� し、災害発生£ に5 護

ができる体Y づくりに取り組みます。また、災害£ 要¥¦ $ やáÑ Ñ 方の視点に立っ

た防災シミュ­ ーションをB い、備¤ 品、Ï î äå の環境@備に反映します。 

  Ï 災害のÜ „ 、&1 � に現› のÏ î äå を見- し、Ï î äå の� Ò や� 保をA ります。 

  Ï 各地域の自主防災組織をÑ 成します。また、市民が参Ç する定� 的な防災ÆÎ の実�

などにより防災意識を高め、地域² るみの防災体Y の充実をA ります。 

  Ï 災害に対する日頃からの備えの重要性を各家Mや企#Q 周知} 発し、Ï î 方法やÏ î

äå 、Ï î 経• について周知�� をA ります。 

  Ï f 地� を想定し、H %の木造住s のU � 化に" けた¢ 援をB うとともに、市営住s 等

の‹&� 設のU � 化をÓ 次進めます。 

 

���� ��� �� ��� óóóó €��€��€��€�� „Ì„Ì„Ì „Ì •c•c•c •c ��� �ó óóó € �€ �€ �€ � ��� �²³²³²³ ²³� ���

  Ï 情報通信ó 術を活用したより高度な情報QÎ シ; テムの構築をA るとともに、防災B

* * —� 設の充実をA り、災害に? する情報を" やかかつ的� に市民Q 発信し周知す

る体Y を@えます。 

  Ï 災害のt �
 とに2 災想定をA� したハザードマップをN 成し、周知をA ります。 

 

 

����

○Wん=(9ªü3ñò3 $ 1Ì ™?ñòÝ3 %o xå? %o 方法w † � / (\?• 頃!" 知p
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Ï 市民が安¡ して生活していくためには、B* や?á 機? が中¡ となった安‰� 保のための

取り組みはもち—ん、市民H 人ひとりや地域がH 体となった防犯環境づくりがf� です。 

Ï 南丹市のÔ 法犯認知件F は、年々減少ô" にあるものの、‰Š 的には子どもや高齢$ をÕ

った犯罪のÆÇ や犯罪の>? 化等が見Ž けられます。 

Ï 南丹市では、南丹ÌÖ× 、南丹À` 防犯È 進委員協P 会各¢ 部や地域と�� して、防犯に

対する} 発などをÈ 進しています。 

Ï 少子高齢化やZ 家族化、地域のつながりの�� 化などに伴い、地域の犯罪防� 機能の低下

を防² ために、今V よりH� 、防犯意識を高め、地域防犯力の" 上をA ることがf� です。 

Ï j � における通B の安‰を� 保し、犯罪やâB を防� するため、‹ Ø防犯Ù の@備を進め

る必要があります。 

 

� � ■&' 3 Š ­•‚�

� ���� � 2 � ���¡ � 2 � ���D � 2 � ���� � 2 � ���« � 2 �

( 法& 6 知件 � 件�� �«�� � ¡�•� � �«�� � �¡�� � �½½��

���_`a )* � [� �
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µ� t � �� � t �
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�� 体制が* い、地域での�� 活動が充実し、�È のない、EF が�� して暮らせるまちを

めV します。�
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���� ��� �� ��� óóóó ‚‚‚ ‚ u¸u¸u¸ u¸� �� �¯c̄ c¯c ¯c� ���

  Ï 市民H 人ひとりの防犯意識の" 上をA るため、広報3 やホーム4 ージ、� ÚÛ Ó 等を

通じて、情報QÎ や} 発活動をÈ 進します。 

  Ï 子どもや高齢$ 等を対� とした防犯Ð室を開催します。 

 

���� ��� �� ��� �œ�œ�œ�œÙxi�Ùxi�Ùxi�Ùxi�ó óóó ‚‚‚ ‚ bdbdbdbd� �� �ÆªÆªÆªÆª� ���

  Ï 地域における防犯活動の充実をA るため、「こどもùù ÜÝ の家」のÇë や自主防犯ボ

ランティアD 体の設立を促進するとともに、その活動を¢ 援します。 

  Ï 事#å などとの�� をA り、地域における見Û り活動を¢ 援します。 

 

���� &&&&���� óóóó ‚‚‚ ‚ °±°±°±°±� �� �ØMØMØMØM� ���

  Ï ÌÖ× などの?á 機? や市民・事#å ・B* の�� による防犯体Y を� 化し、みんな

が安¡ して暮らせるまちづくりを進めます。 

  Ï 犯罪の¢ � のため、防犯0 メラの設9 を進めます。 

  Ï ‹ Ø防犯Ù の@備をÈ 進するとともに、Þ � のßà Ò 化Q の� りá えをÓ 次B い、j

� における通B の安‰を� 保し、防犯効果を高めます。 

 

 

����

○家0 £ 1 ™近å £ 1 = ’ & 意識� � K@(<G ょD I�

�

�

�

�

�

�

 

  

����� �

��������� ! �



122 
�

����� ���� ���+€x]{|+€x]{|+€x]{|+€x]{| ����•! •!•!•! 				
 

 

 

 

 

 

 

Ï 南丹市のº 通事故発生件F � Âþ â $F は、Å 年減少ô" にあるものの、º 通事故ã $F

はÆÇô" にあり、特に高齢$ の� 合が高くなっています。 

Ï 「人i 先」のº 通安‰思想のもと、通Ì• や生活Œ• 、½ —Œ• 等における¶Œ の@備や、

自動‘ とØÚ してä い立ä にある¶B$ の安‰� 保、とりわけ高齢$ や子どもにとって身

Å なŒ• の安‰性を高めることが求められています。 

Ï また、¶B$ に危{ ・迷å を� ] す自転‘ 運転がV をæたないことから、自転‘ 利用$ の

º 通ルール意識の" 上をA り、自転‘ 事故防� に" けて取り組• 必要があります。 

Ï 主要Œ• でのº 通事故がÆÇ していることを � においた取り組みが必要であり、利便性

にも¥¦ したº 通安‰� 設の@備充実、生š を通じたº 通安‰ÐÑ のÈ 進と広報活動の充

実など、総合的なº 通安‰対策が求められています。 

Ï 生活Œ• では、自動‘ の" 度¢ Y をA り、安‰’B の} 発をÈ 進するとともに、½ —Œ•

では、事故G 発地点での集中的な事故防� 対策や、½ —Œ• を’B す! き自動‘ の生活Œ

•Q の流ë ¢ � 対策とº 通流のÞß 化をÈ 進する必要があります。 

Ï 高齢$ によるº 通事故を減少させるため、高齢$ が運転æS ë を自主˜6 しやすい環境づ

くりに取り組んでいます。 
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交通環境が充実し、交通ÉÊ のない、EF が�� してn 出でT るまちをめV します。�
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���� ��� �� ��� ••• • ƒ„�ƒ„�ƒ„�ƒ„� u¸u¸u¸ u¸� �� � …………­­­ ­¯c̄ c¯c ¯c� ���

  Ï ÌÖ や事#å 、地域等と�� したº 通安‰運動を¼開し、º 通ルールのç 守やº 通マ

¯ ーの実N など、º 通安‰意識の} 発に努めます。 

  ÏÁ 児から高齢$ まで、¡ 身の発) bc や年齢bc 、地域の実情に応じた体+ 的なº 通

安‰ÐÑ の÷ � に努めます。 

  Ï 広報3 やホーム4 ージ、� ÚÛ Ó 等を通じて、º 通安‰思想の÷ � に努めます。 

 

���� ��� �� ��� ••• • ƒ„�NOƒ„�NOƒ„�NOƒ„�NO ��� �²³²³²³ ²³� ���

  Ï 地域の実情を踏まえ、効果的かつ効Ù 的に、ガード­ ールや0 ーブミラーなどのº 通

安‰� 設の@備をA るとともに、
 正な�� をB い、事故防� に努めます。 

  Ï 子どもを事故から守り、高齢$ や障がい$ 等が参Ç しやすいº 通社会を• 成するため、

安¡ ・安‰な¶B 空� が� 保された人i 先のŒ•º 通環境@備をA ります。 

 

���� &&&&���� ••• • ƒƒƒƒ [[[ [ †‡†‡†‡†‡ úðúðúðúð ��� � ÝÝÝÝ NONONONO ��� �²³²³²³ ²³� ���

  Ï º 通事故2 害$ は、� º 的にもf きなダメージをŽ けている上、º 通事故に? する知

識や情報がè しいことが少なくないことから、º 通事故に? する相談をŽ けられる機

会を充実させるとともに、º 通事故のk 要・é 査経過等の情報をQÎ し、2 害$ 対策

をI Å 的にÈ 進します。 
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Ï 南丹市のã 備ñ 防は、Z: 中部広域ñ 防組合で対応しており、市K に園部ñ 防× � Â 3 õ

ê å があります。また、f &1 な災害発生£ における応急” 9 については、今V?á 機?

の協力のもとに広域的な応援体Y を� 化する取り組みが求められています。 

Ï ñ 防D については1 D 4 ¢D 17分D（うちÑ 性分D 1）で構成されており、D員定F は1,550

名です。D員F は減少ô" にあり、D員の� 保� Â 0 動態勢の見- しなど、ñ 防力の充実

が課題となっています。 

Ï ñ 防� 設は、防ë } • やñ 防¾機材などの@備を計画的に進めています。また、É 動+ 防

災B* * —のデジ< ル化により緊急£ の情報伝) 機能を高める必要があります。 

Ï 5 急ßà については、5 急‘ 5 台で対応しており、市K でのì	 先は主にZ: 中部総合ß

à“ ン< ーとなっています。災害£ には、南丹市地域防災計画において、ßà � Â g Ö は

市が応急対応として実� することとしていますが、Í" な対応、5 命Ù の" 上のため、5

急用¾機材の充実や市民に対し、応急5 護の知識・ó 能の÷ � をA っていく必要がありま

す。 
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���� ��� �� ��� óóóó ˆ̂ˆ ˆ u¸u¸u¸ u¸� �� �¯c̄ c¯c ¯c� ���

  Ï 広報3 やホーム4 ージ等による情報QÎ や市民参Ç のñ ë ・Ï îÆ Î の取り組みを進

め、防ë 意識の} 発をÈ 進します。 

  Ï 高齢$ などの災害ä $ をはじめ、す! ての市民をë 災から守るため、住s 用ë 災Ì 報

] の÷ � 促進に努め、家Mにおける防ë 対策を促進します。 

 

���� ��� �� ��� ‰‰‰‰ó°±ó°±ó°±ó°±� �� �²³²³²³ ²³� ���

  Ï 災害が発生したä 合に、地域でのñ 防・防災活動がÞß にB える体Y を@えるため、

ñ 防D員の� 保や0 動態勢の見- しなど、総合的なñ 防・防災体Y の充実をA ります。 

  Ï ë 災などの発生に際し、� 実、Í" なõ 動と
� なñ 防活動をB うため、ñ 防� 設や

‘ Ì ・¾機材の点• ・@備を進めるとともに、防ë } • やñ ëí のÆ設によるñ 防}

利の充実に努めます。 

 

���� &&&&���� ������ �� NNNN �Š�Š�Š �Š °±°±°±°±� �� �²³²³²³ ²³� ���

  Ï 5 急ßà 機? ・ñ 防機? 等の相Ã �� ・協力体Y を� 保するとともに、5 急・5 g 体

Y の@備・� 充をA ります。 

  Ï 5 急用¾機材の充実をA ります。 

  Ï Úà Ò の設9� 設やäå を広報するとともに、÷ 通5 急5 命講S 会等の実�¢ 援や機

] のî しõ しなど、ñ 防D などのD 体や市民に対し、5 急5 命の÷ �} 発をA ります。 

 

 

����

○A ‘ † A Ñ w † 3 講習Þ�áâG? 技B � 習C G<G ょD I �

 

 

����

○jkMªü ’ ñ ÔÕ �

�

�

�

�

  

����� �

��������� ! �

"#$��%&'() �



126 
�

����* ***� ���•…L�•…L�•…L�•…L� ����xyxyxyxy ††††abababab 				
 

 

 

 

 

 

 

 

Ï 生活様3 のG様化に伴い、市民のñò 生活の安‰� 保が求められています。特に高齢$Ó

Ô や認知H の人、障がいのある人をÕ った? ü な¶ 法やï 法B ð も‰Š 的にV をæたず、

社会S 題となっています。 

Ï ñò$ トラブルをCv に防� するため、広報3 やパンフ­ ットの¥ý 、õ… 講è などを通

じて、ñò 生活に? する意識の" 上をA っています。また、ñò 生活S 題に? する正しい

知識を身につけておくことが重要であり、市民Q の情報QÎ やÌ S 機会の充実に努める必

要があります。 

Ï 南丹市ñò 生活相談Û 口では、ñò 生活相談員により相談をŽ け付けていますが、相談件

F はÆÇô" にあり、また、相談K O はš L 化・G様化しています。 

Ï 市民が安¡ してñò 生活を	 ることができるよう、ñò 生活相談体Y の充実や?á 機? と

の�� をさらに� 化することが求められます。 

 

� � ■ab ­é 相談件 3 Ö移�

� ���� � 2 � ���¡ � 2 � ���D � 2 � ���� � 2 � ���« � 2 �

相談件 � 件�� �•� � ½¡�� �½� � �½� � ½¡��

��� rw bc 課� �

�

�

����

ýþ ‹� 単位� � •>�
目þ >�

µ� t � �� � t �

ab ­é 相談件 � � 件� ½¡� � ��� � «�� �

ab ­é3 � B 講座™š  �� 間�� 回� «� � ½�� ��� �

＊� B 講座3 ™š w †ab X • ò3 Ã’ � 努K9 ² u= ab ­é 相談件 3 H� �K ¸ G<-I�

 

  

����� �

��	� �


� �
����� �

市民Y 人Z とりが�� 生活pË に• する…しい知Ì をŠ につG 、�� 者Í 害がなくなり、�

� して生活でT るまちをめV します。�
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���� ��� �� ��� ‰‹‰‹‰‹‰‹ ðu¸ðu¸ðu¸ðu¸� �� �¯c̄ c¯c ¯c� ���

  Ï õ… 講è の開催や広報3 、パンフ­ ットの¥ý などを通じて、? ü な¶ 法や@A など

に? する2 害や予防策の情報QÎ を進めます。また、H 人暮らし高齢$ や高齢$ÓÔ

などを対� に、� T ・} 発を進めます。 

  Ï 自Q の判断でñòB 動が
� にB えない方に対しては、地域の協力をX ながら、身Å

な見守りを進めます。 

 

���� ��� �� ��� ‰‹‰‹‰‹‰‹ SbýþSbýþSbýþSbýþ� �� �²³²³²³ ²³� ���

  Ï G様化・š L 化するñò$ トラブルに対してÍ" かつ的� に対応するため、ÌÖ 等の

?á 機? とさらに�� し、相談・情報QÎ 体Y の充実をA ります。 

  Ï 市民の身Å な相談Û 口として、ñò 生活相談Û 口のＰ– に努めるとともに、研Î など

を通じてñò 生活相談員の¾ü の" 上に努めます。 

  Ï 平成 27年 4月からZ 丹j 町と協定を¸Â 、Ì 市町の住民がどちらのÛ 口も利用するこ

とが可能になるなど、さらなるÛ 口機能の� 化をA ります。 
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市民ワークショップでの市民からの意見やアイデア 
 

まちづくりの基本方針「６ú 安‰・安¡ なまちづくり」に?� した、市民ワークショップ

で市民からõ された主な意見やアイデアを掲載します。 

 

}m~ 全・~• なまちづくりn€:7 理q  

基本施策 主なT` ・アイデア 

災害対策の充実 

Ï 地域の住民が自分たちで地域を¶ いてマップをつくる。 

Ï 子ども" けのイø ントが、¸ 果防災につながるようなプ12 ラムを

つくる。 

Ï 家とÏ î å のウt ーキン2 を通じて、日頃からÏ îÆ Î ができるS

¿ をつける。 

Ï Å 年集中89 がÆえているので、日頃から防災意識を高めておくこ

とがf 事である。 

Ï 災害£ のÏ î äå が、{ の" こう¿ になっていて、. ; ックが必要

ではないか。 

Ï 電ƒ がg えなくなった£ のイメージを体…できるイø ントを実� す

る。 

Ï uv と?� づけて、防災o で地域の. ; ックをする（ト­ ッキン2

のŒñ で危{ ò å を. ; ックするなど） 

Ï 防災キャンプを定� 的に開催する。 

Ï 地域のサイ­ ンと防災* —を� 動させる。 

Ï 高齢$Ë けでなく、n いÓ¤ とも災害£ に� ˆ が取れる方法を考え

ておく。 

Ï 過ó の災害の¥¦ を知る機会をつくる。 

Ï 災害が発生した際には、¢ 援%を募るしくみをつくる（1 ÓÔ 100

Þ など）。 

Ï 災害£ 要援護$ の手上げ方3 をô にして、自分でÏ î できる人は手

を上げてもらう。 

防犯活動の� 化 

ÏY かr きた際に、子どもがす² にÅ くの家などに¬ けì める環境づ

くりがf� である。 

º 通安‰対策の 

� 化 

Ï 通Ì£ の見守りボランティアをÑ 成することと、児童にボランティ

アメンバーのõ をO えてもらうことがf� である。 

ñ 防・5 急体Y

の充実 

Ï ñ 防D の担い手が不Œしている。 

Ï ñ 防D員を� 保するため、メリットをつくってはどうか。（例5D 員

は; ーパーで 5r� m） 

� �
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Ï 南丹市の: 市計画æ域は、南丹市とlm 市にまたがる南丹: 市計画æ域に� 定されており、

園部地域と八木地域にあります。市街化æ域K における: 市計画Œ• の@備や土地æ画@

� 事# などの: 市計画事# の実� による土地利用• 態の変` に伴い用Õ 地域の見- しをB

っています。今V は、人口減少、少子高齢社会、市街地の低� 度化の動" を踏まえ、持続

可能な: 市を• 成していくためにコンパクトなまちづくりをÈ 進していくことが必要とな

っています。 
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自然環境やに� わいなどが共生し、市民Y 人Z とりがÎ りを?] て暮らしていG る「南丹市

らしI 」を支える# 市基$ が*] たまちをめV します。 
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���� ��� �� ��� efgefgefgefg� �� �yzyzyzyz 3333Œ•Œ•Œ•Œ•6666 ‰‰‰‰pppp g��g��g��g��� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

  Ï 市街地@備、Œ• ネットワーク@備、環境保‰など、土地利用の方" 性を�� に定め

た: 市計画をÈ 進するとともに、持続可能な: 市• 成に" けて取り組んでいきます。 

  Ï 計画的な市街化の促進やº 通利便性の" 上などにより、定住促進に" けたÊ 
 で暮ら

しやすい生活空� の創õ をA ります。 

 

���� ��� �� ��� �œ�œ�œ�œ� �� �)*)*)* )* 3333 SSSS6˜‰GHDEF�6˜‰GHDEF�6˜‰GHDEF�6˜‰GHDEF�©ª ©ª©ª©ª� ���

  Ï 南丹市の各地域の地• 条件や自v 条件を基本として、市‰域を市街地地域、Ä 園地域、

森§ 地域に分Ü し、それ� れâ ' の特性を生かしたまちづくりを進めます。 

 

���� &&&&���� ��� �� �� �¼½¼½¼½¼½mjl˜@mjl˜@mjl˜@mjl˜@• •• • ƒŽ•�ƒŽ•�ƒŽ•�ƒŽ•� ��� � ������ �� ����

  Ï •– 各駅の利便性" 上に努めるとともに、駅…広ä の@備や周辺@備をÈ 進します。 

 

 

 

����

○ž0) Ú 3 暮"-ªü3 )Ì � 知
 ?ªü3 ÅÆ � 向8\? 話G@ p \ S <G ょD I �

○æç3õ{� Q
RS <G ょD I �

�

 

����

○jkM`M ÔÕ àÑ タÖÒí‰����½ã���� � 2 ��

○jkM …ª J 正| ÔÕ ����½ � 2 ã��

�

�

�

�

�

�

  

����� �

��������� ! �

"#$��%&'() �



132 
�

����
 


� ���ˆŠ�̂Š�ˆŠ�ˆŠ� ����67676767 				
 

 

 

 

 

 

 

 

Ï ‰Š 的に旧来からの市街地が空� 化し、その活性化のための取り組みが進められています

が、南丹市の市街地も、定住人口減少と高齢化、¶ # の低迷が進んでおり、かつてのにぎ

わいを7 っています。 

Ï 市街地の充実に際しては、高齢$ や子どもも安‰安¡ に暮らせるまちに" けて、安‰でÊ


 なまちづくりが求められています。�
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地域のÏ となる市%地が、まちのに� わいのy� 、生活のy� として、南丹市mn の人にÐ

りにI れるÑ 間とな] たまちをめV します。�
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���� ��� �� ��� m“•@�m“•@�m“•@�m“•@� ••• • �1x�1x�1x�1xg–� g–�g–�g–� ������ �� ����

  Ï 園部、八木地域では、市街化æ域の立地を生かし、¶ # 集I としての¿ oË けではな

い、新たなまちの拠点としての価値を見õ し、市民が集う新たな拠点として活性化さ

せていく取り組みを進めます。 

  Ï 空き店舗対策やイø ント開催、意Y 的な経営$ や工» などの§µ を¢ 援します。 

  Ï 住s @備や¶ #� 設の§T に努めます。 

 

���� ��� �� ��� �œ�œ�œ�œ� �� �SbSbSbSb ������ �� �1xGH��1xGH��1xGH��1xGH�²³ ²³²³ ²³� ���

  Ï 日吉、美山地域では、暮らしの中¡ となる地域拠点について、利便性の" 上やにぎわ

いの創õ など、生活の拠点となるまちづくりをA ります。 

  Ï 生活拠点にふさわしい: 市機能の¥ 9 や開発の
� な§T 、地域特性を踏まえた� 性

ある基d @備のÈ 進などによって身Å な生活拠点づくりを計画的に進め、市民の暮ら

しやすさをよりH� 高めていきます。 
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○������)6/)8/)9/«X ぞX� 異j?�!e 
 観�àQ$q&}X;��á�A

ØG� 誇Q4àQ�E 訪者� 心C癒q . »j 資源4q&[ 然� 
 観A!G��?Q � � �

# �� 林� 由良川˜ 桂川jô�6 林7 � 川
 観�àÏ;X$q&��
	
�� ���� Z ��

� 京都� 波• 原国( 公�� 指(@X����4���S•� ほぼ全•A��7��� 一�

�«� 区•� 含$XGe$q&�

○����»¼j 産業4à? ? 業�� @¬�!e 田� 	
 Ce%?A} ろ� 形�!Ge$q&

@;��bS•�ˆ l �#œ 文{˜ò 落
 観�àQ�‚��b� 原	
 � � ?��M˜ ぶ

:�8�� 全国L�¬ 屈指�� 観C Ì O����C 象Ñq? 
 観Aeû$q&�

○���� 
 観]�aP:� 良好j 
 観形��%<� 施'C[; 行³}A�4:? 
 観行政

団lAjØGe$q&��
�
�� �	�� Z ��'(@X%� 
 観行政CR<?g4�ab

指ÞAj?)��� 
 観-./A)��� 
 観,- /�«X;� 加ûG)����!e$O

P=Q ,- /�`Q����� 良好j 
 観� Ì 全� z <$q&�

�

�

 

  

 

ýþ 名 ��  � 状値 

� þ 値 

５年t  10 年t  

「南丹市K 観× 例」に�º% L け� 数 \  48  70  80  
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���� ��� �� ��� ��� � ••• • ������ �� ™™™™������ �� –––– ��� � ��� � 78787878 00001111 ‘‘‘ ‘ 'Õ'Õ'Õ'Õ ��� � ����

� � ○���� 
 観形�� 指ÞAj?)��� 
 観-./ 及び)��� 
 観,- /�aP:�

建c 物�•@˜ – 彩� 一(� 規制Cq?}A�`Q� 歴史à?� ¦ È� 田� 	
 jô

���� 多_ j 優X% 
 観� Ì 全� z <$q&�

� � ○6 林7 � 川jô� Ì 全�`ØG�[ 然
 観� Ì 全C図?AA¬��?Q � ˜�� ��

�� jô[ 然l 験型観光資源�� � 
 観形�C 図Q$q&$%) 京都� 波• 原国( 公

�/��•� 指(@X%}AC 受š� 京都府�)6� 京都/¯ 業A 連携!%[ 然��

� Ì 全˜l 験型観光�¹Rjô�rQÇÈ$q&�

� � ○文{ 資¡ �ãäC 行e�M˜ ぶ:á � C含<% 歴史文{ 資源C Ì 全q? 支m � Á ÇÈ

P=QCR<$q&�

�

���� ��� �� ��� AAAA ;<;<;< ;< ������ ��� �� � ’’’ ’ °°° °�1�1�1 �1 “““ “ ‰‰‰‰™š™š™š™š� �� � ‘‘‘ ‘ ''' 'NNNN¼½¼½¼½¼½��� �ÕÕÕÕ ��� � ����

� � ○? 林水産業� 有q? 多面LjõÜ� 適切� • Ù�ÓÔ@X?`³� ? 林水産業+,�

%<� 支m ˜ ? 林水産業従¯ 者� 育� ･支m �`ØG� 田�˜8�� ? � 村ò 落� 
 観

Ì 全C図Q$q&‚�8� 整i C¹R!�kS•� 個ƒC#M!%[ 然�� � 整i C

R<$q&�

�

���� &&&&���� g–�g–�g–�g–� ‘‘‘ ‘ ''' '� �� � ””” ” ��� �� �� �ÕÕÕÕ ��� � ����

� � ○都�-.˜Y 心�9S�œƒ{� 適切j 
 観誘導�`ØG��9S� 
 観C形�!$

q&$%� } EM;�ò 落˜ C ,¸ 宅Sjô 異j? 
 観CÙNS• ごA�� @後¬�

!e 
 観C Ì ­7 形�4:?`³S• へ� 支m ˜ 啓ÓCR<$q&�

�

�

 

  

 

9 住M地や市I 地において緑化Ö: やK 観N 成へ� けた市� ZH の©ª と«m にÇ めまし; D 。�

9 K 観のためのルールやÔÕ をˆ 
 、S > なで美しいK 観º%
 に参加しまし; D 。�

�

�

 

  

 

9 南丹市K 観ÔÕ （2014 年2 ～） 

9 南丹市都市ÔÕ マスz ープラン（2008～2027 年2 ） 
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○����� 豊Mj[ 然�� M; 田�S 帯��9S$4 多_ j#œ �� C有!Ge$q&«

X ぞX�S•4�}³!%S•‚ƒ�Ö÷% 憩e� Í 間� 確Ì �„<;XGe$q&�

○�9S 整i ˜ � S 区. 整理¯ 業C推R!�#œ �� � 確Ì ˜ 快適j Í 間CÄ 出!G:$!

%& @後��S•¸á� 憩e� 場� 交W� 場Aj? 公�7 緑S� 整i AA¬��S•�ž

Ÿ ¡¢£ 形�� ­´ 時� 避難場所Aj? Í 間A!G • Ù管理!Ge=}A�„<;XG

e$q&�

○既­� 公� 施H4�� 施H� | 朽{˜ 樹�� 繁茂�`Q�¯ ¶ ˜ ¬µ �Ó#� ë 念@X?

¥ Ì ス¬ð;X$q&�

�

�

 

  

 

ýþ 名 ��  � 状値 

� þ 値 

５年t  10 年t  

都市公園の¬ 備率 �  92  96  100  
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���� ��� �� ��� •••••• ••� �� � ������ �� ��� � •7–•7–•7–•7– pppp� �� �²³²³²³ ²³� ���

� � ○ª+ 圏•|Cú 慮!j�;�� 常� レÀí エÌÁŒ•œ•� 場� {­ � ‡ ËAj? [

近j 公�7 緑S� 適_j 配置C行³AA¬�� 既­� 公�7 緑S� [ 近jø 場jô�

õÜ� 向g˜ 適_j • Ù管理�rQÇÈ$q&�

� � ○�áA� r¯ �`Q 施H� • Ù管理C図Q$q&$%S•žŸ ¡¢£ 形�� 場A!

G� 誰¬�© 心!G ª+ 4:? 公�P=QC 推R!$q&�

�

���� ��� �� ��� ————MMMM��� �©ª©ª©ª©ª� �� � ————�¼½�¼½�¼½�¼½� �� �ÕÕÕÕ ��� � ����

� � ○�á� Ó lAjØ% 緑{� 向šG� 緑�Õq? ’ ·� 普及˜â· 啓ÓC 図?AA¬��

@$K$j 面M; 支m � z <$q&$% 緑{œ•C 推Rq?ˆ • � 育�� z <$q&�

� � ○¸ 宅S˜ 商業S7 I 業S�‚ƒ�Ö÷% 緑{C 推R!$q&$%9 路樹� 植栽˜ Æ道

�™š?�áA� r¯ �`? 花壇P=QjôC 推R!� Æ道
 観� 向g� z <$q&�

� � ○公共施H4�� 緑{� T 導役A!G 積極L� 緑{C 推R!$q&�

� � ○道路˜ 歩行者Í 間� � 川˜ 水路7%< 池jô� 水�Í 間Cœ + !� 公�7 緑S˜ 公共

L 施H|C n 互� 結びNš? 全�Lj 水A 緑� € æïåÌÀP=QCR<$q&�

�

�

�

 

  

 

9 公園を大O にし、きれいでPJ な公園のためのßà G 理活I に参加しまし; D 。�

�

�

 

  

 

9 南丹市都市ÔÕ マスz ープラン（2008～2027 年2 ） 

9 南丹市緑の��ÔÕ （2008～2027 年2 ） 
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�

○(¸C¹Rq?%<� � S 区. 整理¯ 業� 推R˜ Í : � ê•À�œ + jô�¸ 宅C確Ì !

˜qe �� 整i C図? Ø ¼�àQ$q&�

○�€¸ 宅� 耐久ƒ� 向g˜’ {Ì 全C図?%<�-.Lj • Ù管理C行e�¸ 宅スïæÀ

C確Ì q?}A4�¸ 宅セÌ ¼ ¢£ € æïA!G� « IC 図ØG:$!%&�

○�€¸ 宅�Y�� | 朽{!%¸ 宅¬ 多=� 耐+ � 数|C � È�-.L� 既­¸ 宅� + 途廃

止˜­Úq?¸ 宅へ� • Ù7êí¿ ¼ íÌ{jôCR<? Ø ¼�àQ$q&�

○近�� 大規模S 震�`Q 個ˆ 所有�¸ 宅�Õq? 耐震{� 関心�•$ØG™Q�¸ �� �

« I� 観ËM;¸ 宅耐震{¯ 業jô�¸ 宅� 耐震ƒÜ� 向gC 支m q?rQÇÈ� @後¬

„<;XGe$q&�

�

  C 公Ç Q ± 住Mの状況 

R  *  • 地数 R 数 

公Ý 住M  16  249  

)7 公P Q ± 住M  4  25  

u S 住M  1  26  

府Ý 住M  1  24  

Ô  22  324  

資料：住M F （平成 29 年 4 月 1 日� 在）  

�

�

 

  

 

ýþ 名 ��  � 状値 

� þ 値 

５年t  10 年t  

公Ý 住M（府Ý 住M、)7 公P Q ± 住Mを除%） 

＜G 理R 数＞ 

R  249  249  249  

« き- 3 ンクに
 る« き- 活用T 数（年+ ） T  15  20  20  

� �
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���� ��� �� ��� ththth th 3333 ÆÆÆÆk‰k‰k‰k‰ ˜̃˜ ˜ ��� �¼½¼½¼½¼½ ������ �� ��� �©ª©ª©ª©ª� ���

○¸ 宅�r 得!˜qe �� CN=?%<� � S 区. 整理¯ 業jô�a 盤整i C推Rq?

AA¬�� Í : � ê•À� « IC 図Q� Í : � ê•À ª+ 者� ª© ƒC•<$q&�

�

���� ��� �� ��� „�„�„� „� aaaa ™™™™êêêê1111hhhhG@G@G@G@DEF�DEF�DEF�DEF�Æª ÆªÆªÆª� ���

� � ○¸ 宅� 耐震ƒ� 関q?�á� 関心C•<?AA¬�� 耐震診n˜ 耐震^ 修I ¯C 誘導

!�© 全4 ­´ � 強e¸$eP=QC¹R!$q&�

� � ○¸ 宅^ 修� 補助|�`Q�¸ 宅�êí¿ ¼ íÌ{� 普及C図Q�•– 者˜ h �e 者|

�˜@!e¸$eP=QC¹R!$q&�

� � ○� 資源7 � エ€& ギÌjô� 配慮!% �� 負荷�‘jeH i � 普及C図Q� �� �˜

@!e¸$eP=QC¹R!$q&�

�

���� &&&&���� gíhgíhgíhgíh šššš ��� � ������ �� ����

� � ○�€¸ 宅� 耐久ƒ� 向g˜’ {Ì 全C図?%<�-.Lj • Ù管理C行e�¸ 宅セÌ

¼ ¢£ € æïA!G� 役割CÊ%§?`³�¸ 宅スïæÀ� 確Ì C図Q$q&�

� � ○¸ 宅�êí¿ ¼ íÌ{˜© 全ƒ� 確Ì �%<�ƒÜ 向gC 図?AA¬�� 入› 待õ 者

� x 消� 向š%rQÇÈC 推R!$q&�

�

�

 

  

 

9 住環境の保à にÇ めまし; D 。�

9 住Mの3 リ�• リー化や;< 化にÇ めまし; D 。�

�

�

 

  

 

9 南丹市住生活��ÔÕ （2011～2020 年2 ） 

9 南丹市公Ý 住M等ÏÐÑ 化ÔÕ （2012～2021 年2 ） 
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○���� 水道¯ 業��g 水道�
	 �ý � 水道及び Z N� � ¡ 水供給施H4c�@XGe$

q&¯ 業別�c� 比率��g 水道�ù … 9％�ý � 水道及� ¡ 水供給施H��-ù �
 ％Aj

ØGe$q&$%�g 水道¯ 業Aý � 水道¯ 業Cu- S �!$q��ø•j�•4Ë 在q

? 水道施HC • Ù管理! 施H� å• {C 図?Y4�©(!% 水道¯ 業� • €C 図Q$q&�

○水源��g 水道区•4� 井� 水�ý � 水道区•�™eG�� Ç W水及び� W水4àQ� 夏

季�� 一��S•4� � 水�j? 場�¬àQ� � 川�� � Ì 全¬ §� 水源確Ì � Ø ¼4

q&$%� ¸ Qà? 水� 有É ª+ C¹Rq?%<� 節水˜ � 水{ 止�rQÇÈ� Ø ¼4q&�

○@後¬� 水C©(L� 供給q?%<� | 朽!% 施H�( 期Lj 更C ˜� 理Lj 水道¡ 金l

系�^(|�`Q� 健全4©(Lj 水道¯ 業•€C 図?AA¬�� 技` LjÕÖÜ¤� i

û% 技`N• � 継承jô�„<;XGe$q&�

○� 水時˜� ­´ 時�™š? 給水l 制�`Q 一層� « IC 図ØGe=}A� Ø ¼4q&�

�

  C 上ÛÉ の状況 

 上ÛÉ  UV ÛÉ  W料Ûä X 施設 

X Û 人口（人） 19 289  13 014  102  

普及率（� ） 100  99� 6  100  

年+ X Û Ò （� Y ） 2 630� 650  2� 025� 689  13 631  

1 日 1 人平� X Û Ò （Y ） 374  426  357  

資料：上ÛÉ F （平成 29 年 3 月 31 日� 在）  

�

�

 

  

 

ýþ 名 ��  � 状値 

� þ 値 

５年t  10 年t  

3ç 率	 上ÛÉ 
  �  87� 03  86� 95  90� 05  

3ç 率	 UV ÛÉ 
  �  81� 91  Z   Z   

※平成 30 年2

 上ÛÉ ・UV ÛÉ が” 合Z れるため、� þ 値は” 合t の数値です。 
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���� ��� �� ��� „�„�„� „� aaaa „„„ „ ttt t˜‰̃‰˜‰̃‰ <›<<›<<›<<›< ��� �à ààà œœœœ����

� � ○©全4™e!e 水C©(L� 確Ì q?%<� 水源� 確Ì A � 川� ��Ì 全� z <$q&�

� � ○水道施H� | 朽{�Rç4e?}AM;� 配水管jô 水道施H�NeG 耐震{¬ 兼p

%-.L 更C C図Q$q&$%� 監üÁ ス¢ � � • Ù� z <$q&�

� � ○î x 時及び­´ 時�ÕÖ 及び復} l 制� 確~C 図Q$q&�

� � ○S �!% 水道¯ 業�©(!% • €CR<$q&�

�

���� ��� �� ��� U•U•U•U• 00001111 <›<›<› <› [�Üí[�Üí[�Üí[�Üí� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

� � ○©(!% 水道¯ 業•€� 継Ú� 向š� �$ • #$ ‹• グ� 検討˜ 近隣��A� 連携C

図?AA¬�� N• � 技` ¤� 継承CR<$q&�

� � ○適切j ¡ 金l 系�H(C 図?AA¬�� ¡ 金� 納入未収金� x 消� z <$q&�

� � ○�á� 水道¯ 業�Õq? 理x C深<?AA¬�� 水� 大切@�NeG�â·• 揚C図

Q$q&�

�

�

�

 

  

 

9 日Ž から[ Û にÇ め、Û を大O にしまし; D 。�

9 ÛÉ 料� をå�l に\ ½しまし; D 。�

�

�

�

 

  

 

9 南丹市ÛÉ(?é ン（2017～2026 年2 ） 
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○� 庭M;� ù 水� 適切j 処理�� �� C 0 ?üËM;¬»¼j 施'4q&���� � 庭ù

水� 処理�� 公共1 水道�‚( ��Ì 全公共1 水道� ? 業ò 落ù 水施Hj; び�� 処理

浄{ 槽�H 置�UMXGe$q&�

○公共1 水道¯ 業�NeG�������S•�Õ 象4àQ� 他¯ 業� 絡む一� 未整i S 区

� 整i C-.L�R<Ge$q&�

○��������S•CÕ 象� … N� 処理区�à?‚( ��Ì 全公共1 水道¯ 業A� 全S

•� 
 9 � 処理区�à? ? 業ò 落ù 水¯ 業�NeG��
�� ％� 整i 率AjØGe$q&!

M!j�;�e$ だ未接Ú� 世帯�à?}AM;� 水� {¹R� 啓ÓC!Ge= Ø ¼�à

Q$q&�

○1 水処理区0 O �S 区�NeG��� 処理浄{ 槽�H 置�`QÕÖ!Ge$q&!M!

j�;�•–{�R むY� 浄{ 槽�H 置費+ � 負� ˜ 宅内施H�^ 修|� Ø ¼Aj?%<�

•›L� 困難j 面¬àQ$q�� � ? 未H置� 世帯�Õ!H 置C¹!Ge= Ø ¼�àQ$

q&�

�

  C 下ÛÉ の状況 

�

���� �

����

	
���

�

���� �

�
��

	
��

�

���� �

����

	��� � �

供用開始時 

���� �

����

	��� � �

�

����

	���

����

�

����


��

	
��

�

����

���

	��� � �

�

���� �

	���

����

�

公共下水道事*�
801� 0 7 416 17 287 17 033 98� 5 6 726 15 564 91� 4 

��������	
��
 �
319� 1 2 595 6 338 6 338 100 2 312 5 716 90� 2 

i*ê 落排水事*�
371� 0 2 335 5 474 5 474 100 2 119 5 067 92� 6 

ï 併処² 浄³ 槽事*� Z  1 688 3 588 3 588 100 1 140 2 594 72� 3 

資料：下ÛÉ F （2017 年 4 月 1 日� 在）  
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ýþ 名 ��  � 状値 

� þ 値 

５年t  10 年t  

下ÛÉ 区域Û ] 化率 �  91� 3  94� 3  93� 9  

合併Æ化> 区域Û ] 化率 �  75� 7  77� 6  87� 0  

�

�

�

���� ��� �� ��� ž<›ž<›ž<›ž<› [�[�[� [�� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

� � ○�á� 衛#L4 快適jª;!C 確Ì q?%<�$% �� C Ì 全q?%<� 公共1 水道

� 未整i S•� 早期整i C図Q$q&�

� � ○処理区•4��k � 庭�1 水道�b 管へ接Úq?}A4 水� {Aj?}AM;� @後

¬ 接Ú@XGeje 世帯�Õ! 水� {C ¯ :Mš� ��Ì 全� z <$q&�

� � ○施H� ]ä• {Õ'C 図Q� 適切j • Ù管理� z <$q&�

� � ○1 水道処理区� S 廃��`? 処理原= � á •C 図?AA¬�� 収納Õ'� 強{|�`

Q©(!%1 水道•€� z <$q&�

�

���� ��� �� ��� Ÿ \Ÿ \Ÿ \Ÿ \ pppp ¡¡¡ ¡ MMMM ¢¢¢¢ ��� �     �Æª�Æª�Æª�Æª� ���

� � ○� 処理浄{ 槽�NeG�� 未H置� 世帯�Õ!H 置C ¯ :Mš�«�%<� 支m C

図Q$q&�

� � ○� 処理浄{ 槽� 適切j • Ù7 管理C啓Ó7 指導!$q&�

�

�

 

  

 

9 } 川を^ Z ない
D に下ÛÉ や合併処理Æ化> の9 用、設” にÇ めまし; D 。�

9 下ÛÉõ 用料をå�l に\ ½しまし; D 。�

�

�

 

  

 

9 南丹市生活Ú Û��ÔÕ （2016 年2 ～2020 年2 ） 

�

�

�

� �

����� �

��������� ! �
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�

○����� 淀川A 由良川� 二N� 水系�àQ�«� � WA %タ& jô� . »j#°���

�� 誇QAjØGe$q&!M!� 近��¿ ユ7¿Í ゴjô� � 川種	 放WC!G¬ 鳥類

˜ O E 魚�`? 食´ � 増加!� 個l 数� w ~ØG•‘q?jô#° 系�z{� 確¶@XG

™Q� � 川�� �^ 善� 漁業r¤ Ç�AA¬�rQÇç4e$q&�

○� 内� � 川�� 大雨時��9S˜� 村ò 落� 水´ C¬%;!G:G™Q�‚� 近�� Q	

˜òY 豪雨� 増加jô� � 川� 氾濫˜ 浸水被´ jô� ­´ へ� ® ©¬•$ØGe$q& 一

T4 桂川˜ 由良川� 支W�ò 落�™eG 水´ � 多=Ó#!G™Q�}³!%¯°�Õ 処q

?%<��J 在桂川� 由良川��� 川jô4� � 川^ 修AA¬�� 支W� 川4�\ 水Õ'

jô� 早期�ÕÖ�„<;XGe$q&�

○� 間��™eG�S 質L� 弱eA} ろ˜± 険箇所�àQ��š 崩X˜ �ñ Wjô� � 砂­

´ � ë 念@X$q&}�%<� @後¬\�¯ 業˜ 砂{ ¯ 業jô�`Q� {­ Õ'CR<?

Ø ¼�àQ$q& �

�

� �

����� �


� �
����� �
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ýþ 名 ��  � 状値 

� þ 値 

５年t  10 年t  

} 川のÛ E  

_ � 橋 

（園部町） 

`a  6� 3～7� 8 6� 5～8� 5 � l  6� 5～8� 5 � l  

büõ ûÔÞc 1� 0 0� 7 x 満 0� 7 x 満 

== ûÔÞc 4� 0 4� 0 x 満 4� 0 x 満 

大堰橋 

（八木町） 

`a  7� 1～7� 5 6� 5～8� 5 � l  6� 5～8� 5 � l  

büõ ûÔÞc 0� 9 0� 7 x 満 0� 7 x 満 

== ûÔÞc 8� 0 4� 0 x 満 4� 0 x 満 

� 合橋 

（美山町） 

`a  6� 5～8� 0 6� 5～8� 5 � l  6� 5～8� 5 � l  

büõ ûÔÞc 0� 6 0� 5 x 満 0� 5 x 満 

== ûÔÞc 1� 0 x 満 1� 0 x 満 1� 0 x 満 

de 大橋 

（美山町） 

`a  6� 8～8� 2 6� 5～8� 5 � l  6� 5～8� 5 � l  

büõ ûÔÞc 0� 7 0� 5 x 満 0� 5 x 満 

== ûÔÞc 3� 0 1� 0 x 満 1� 0 x 満 

�

※fg ：` ùÛí ÷Ûöø÷ ùh Ýöî ýùÔí ÷のè � で、i� 中のÛN イ4 ンのj 2 をいD 。i�k. 中のÛN イ4

ンのグラム� Ò 数で表し、一般にはfglZ ÷ùÔmano として7 p Z れる。 

 fgl 7 が中Ì 。fg の値が中Ì

 も小Z% なればなる$† q Ì がK %、r に中Ì

 も大き%な

ればなる$† � ル+ リÌ がK い。 

※s ô% ：böùðÝí ûöðø÷ üt öÔí ÷ õí ûø÷î のè � で、} 川Û やw 場Ú Û 中の^u µ E （3Pµ ）がv 生µ

に
p て4P 化あるいはÙ ス化Z れるときにáâ とZ れるq N Ò の² とで、�� は一般Ç に ûÔÞ. で

表Þ す。² の数値が大き%なれば、Û E が^w している² とを‹^ する。 

※xx ：=ïñ` í ÷îíî  =ù÷öî （yw µ E ）のè � で、Û 中にz{ しているµ E のÒ の² とをいい、一7 Ò

のÛ を! | で² し、}~ してその¤Ò をÄ る。数値（ûÔÞc）が大きい• 、そのÛ のw 
 が多い² と

を� している。 

�

� �

��	� �
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���� ��� �� ��� €€€€ úúúúmmmmØØØØ@@@@£¤£¤£¤£¤ ¼½¼½¼½¼½��� � ������ �� ����

� � ○
 崩X�Sq べQ� �ñ Wjô� ­´{ 止�%<� 国˜ 府へ± 険個所�Õ'AA¬��

\�7 砂{ ¯ 業� 推RC¼ 望!$q&�

� � ○豪雨˜ Q	 時� � 川氾濫�`? 浸水被´ C { ぐ%<� 府�Õ!G 桂川� 由良川���

川jô� 早期^ 修C¼ 望q?AA¬�� 管理� 川�NeG¬-.L�^ 修CR<$q&�

� � ○� 川� �� ˜� � 川e 
 � | 朽{˜ � 掘jô�Õq? • Ù管理I ¯C 行e� 出水時�

©全C確Ì !$q&$% � 川] 面� 除草|C 行³}A4� � 川�ö 水Ü¤C • Ùq?

AA¬�� � 川�� ��{C 図Q$q&�

�

���� ��� �� ��� SSSS ¥¦¥¦¥¦ ¥¦ mmmm §¨§¨§¨ §¨ ˜‰˜‰˜‰̃‰ £¤£¤£¤£¤ ¼½¼½¼½¼½��� �ÕÕÕÕ ��� � ����

� � ○水質�ãäCR<?AA¬�� �� 湖�� � ��Ì 全� 漁業r¤ Ç�A� 連携�`?

� 川� �� 整i CR<$q&�

� � ○1 水道へ� 接ÚA� 処理浄{ 槽� 整i C図Q�#œ ù 水� � 川へ�W 入C {5 $q&�

� � ○e 
 I ¯jô� � 川^ 修�NeG�[ 然�� ˜ 多_ j#° 系� 配慮!% 多[ 然川P=

QC 推R!� � 川�� � Ì 全� z <?AA¬�� 国7 府へ¼望C行e$q&�

� � ○府� � 川W•���� � 川C愛e q?ˆ l A�ø•Lj 交WCR<� 水系C Ì 全q?

€ æïåÌÀ� 形�C 図Q$q&�

�

�

�

 

  

 

9 下ÛÉ への�€ や合併処理Æ化> のJO なG 理を] がけまし; D 。�

9 生活Ú Û に気を( 
 、きれいな川を8 
 まし; D 。�

�

�

� �

����� �

��������� ! �
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�

○ø 大j����àØG�© 全4 快適j 道路� 整i ��•›�Ó 展˜#œ� 向gC¬%;!�

�á#œ� 欠M§je¬�4à?AA¬���9S� 形�˜ 大規模­´ 時4� 支m物資�

� 送jô@$K$jõÜC Ìh q?¬�4àQ�$OP=QCR<?g4� 大切j 都�a

盤整i � 一N4q&$%�A!G� 一l{� 醸�˜ 他S•A� 交W�ª;!� ª© ƒ� 確

Ì ˜ß š ò 落� • Ùjô$OP=Q� 根幹� 関×?»¼j 施'4¬àQ$q&�

○���� 京都�� 隣接!Ge?g� 大阪�� 神� �A¬ 至近4à?}AM;�}X; 京阪

神都�� へ�¿À セス� 向g 及び時間距離� 短ê ����Ó 展� 大:= 関×Q$q&��
�


�� �	��‡� 京都縦貫[• 車道� 全線u ö�`ØG����A 京都府北�˜ 若� T 面

及び京都府��˜ � z 方o とのアク“; がf きく" 上しました。さらにZ: 市との�� を

� 化するためには、H般Œ• のŠŒ 7 Ž の機能� 化が® 可欠といえます。 

○南丹市�� の広域幹—Œ• のÓ な動" としては、ŠŒ 423 Ž 、ŠŒ 477 Ž 及ÂŠŒ 162 Ž

の拡> @i があげられます。@V も南丹市とZg 神方oQ のアク“;" 上をA るため、こ

れら広域幹—Œ• の@i 促進をA っていくØ 要があります。 

○そのè 、南丹市とÅ 隣市町を¸¹ 広域幹—としての機能o が� いH般ŠŒ 、南丹市の市K

É 動を¢ える[Œ と市Œなどには、危険ò å や� あいæ� もまËG く、@V の@i が? ま

れます。特に急� な地• もG い南丹市にあって、各Œ•@ i においては、安‰o の� Ì を

最i T に取り組• Ø 要があります。また橋� やŒ• の]ä• 化とともに、これまでの‘ i

T のŒ•@ i から¶B$ i T の人にやさしい安‰で¶ いて³ しいŒづくりが求められてい

ます。 

�

�

����

指標‹� 単位� 現•>�
目標>�

µ� 後� �� � 後�

道路改良•� ％� «� .�¡� � «� .��� � «� .•�� �

 

. 道路改良•� 車道幅員Y � .� m 以—� 改良さ^) 道路� 改良済道路�3 延長3? 道路{ 延長� 対-9

;•I�

����� �

��	� �


� �
����� �
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 ①

①①

① 

  

 広域

広域広域

広域ア

アア

アク

クク

クセ

セセ

セスの

スのスの

スの強化

強化強化

強化と

とと

とネ

ネネ

ネットワークの

ットワークのットワークの

ットワークの充実

充実充実

充実 

  

 

  ○快
 で安‰なŒ• �� の� Ì 、Zg 神: 市部とのアク“;� 化に" け、広域™と¸ï

れるŠŒ や[Œ の@i« 実について、?á 機? に対しI 極的な¯ きかけをB います。 

  ○Z:•• 自動‘Œ の‰—u 通によるアク“; の" 上やŠŒ 477 Ž などのアク“; の"

上を見} え、: 市™からの£� 的短ê による定住促進やW# 誘致、éê 振興を進めま

す。 

 

 

  

 ②

②②

② 

  

 広域

広域広域

広域幹線道路

幹線道路幹線道路

幹線道路の

のの

の整備

整備整備

整備 

  

 

  ○市としての総合的なŒ•º 通計画、市‰体の体+ 的かつ将来を見} えたŒ• € ットワ

ークのビジョンを� き、各ŠŒ の危険ò å の改Î や機能" 上をŠ に¯ きかけます。 

 

 

  

 ③

③③

③ 

  

 暮

暮暮

暮らし

らしらし

らしを

をを

を支

支支

支え

ええ

える

るる

る地域

地域地域

地域幹線道路

幹線道路幹線道路

幹線道路の

のの

の適

適適

適切

切切

切な

なな

な維持管

維持管維持管

維持管理

理理

理 

  

 

  ○各[Œ については、市K の円滑なº 通�� の• 持、市域のH 体化を促進するため、危

険�å や� あいò å 、通B ® 能æ� のx ñ に" けた早� の@i を[ に¯ きかけます。 

  ○| 朽化した橋� を計画的にå• 化@i や� けá えをB うとともに‘ 両のf 型化・重ó

化に対応した@i を実� します。 

  ○市Œについては、地域の実情に応じた市Œの@i ・改z にz め、生活Œ• の安‰性、

ª© 性の� Ì に" けたŒ• の@i をÈ 進します。 

 

 

  

 ④

④④

④ 

  

 人

人人

人にやさしい

にやさしいにやさしい

にやさしい道路

道路道路

道路環境

環境環境

環境の

のの

の整備

整備整備

整備 

  

 

  ○す! ての人にとって安‰・安¡ でª+ しやすいŒ•@ i を進め、危険ò å の点検及Â

改善と、¶Œ の拡> @i やバリア¼リー化などのº 通安‰� 設の設9 などをA ります。 

  ○­´ £ に、­´ を想定したî 急‘ 両の通過などにも配慮した生活Œ• の改善、安‰か

つ迅速にÏ 難することができるÏ 難• の@i にz めます。 

 

 

����

○›^(w 道�õ つ)K? ポ‡ 捨\™ 違法w 路—駐車�™K<G ょうI �

○歩(\ 楽G( 道づくり3)K?ªü3©|w ど� 進K<G ょうI �

�

 

����

○jkM`M 計画àÑ タÖÒí‰����½ã���� � 度��

����� �

��������� ! �
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○南丹市の_h には、Z: B から日本³ 方oQ と- る•– 山† 本—が’ っており、市K に八

木B 、吉�B 、園部B 、Àm B 、日吉B 、�� fÌ… B 、�� B の 7 つのB があります。

2010（平成 22）年 3月に、Z: ・園部� のš— 化による• B u 始となり、快速� ‘ のÆ発、

å 要£� の短ê 、上下—‚ � のとれたパ< ーン�t ‰設定がA られました。 

○š— 化効果により市民の生活™の拡f や定住人口のÆÇ が� 待されるH 方で、市K に住•

Ì 生や× è $ がlm 市やZ: 市Q 流õ することも予測されます。@V は、市街地@i など

定住促進� 策により、š— 化を南丹市の活性化に¸Â つけるまちづくりがØ 要です。また、

市民からは園部B 以_ のš— 化の要? もあり、園部・i 部� のš— 化事# に" け?á 機?

とも�� をA りながら•–h 日本Q さらなるš— 化を¯ きかけています。 

○南丹市では、南丹市営バ; として、; クー& バ; のH般混Ã をB いながら計 16 •— を- 営

で• B しています。また、民� バ; 会社が園部、八木地域での• B をB っています。 

○園部地域のH 部は民� 事#$Q の委託によってコミュニティバ; （通� 5² るりんバ; ）3

•— を• B しています。 

○これらの\ か、=> # ービ; として介e 予{ や介e のØ 要な高齢$ 及Â h がいがありÉ 動

が困難な人を対象としたO õ¢ m# ービ; により、ßà 機? などQ の	 迎をB っています。 

○市民の生活º 通（通院、¨ い½）� Ì のために、2011（平成 23）年度から日吉町地域・美

山町地域でˆ マン8 バ; の実証実験をB い、2012（平成 24）年 10 月から本Û• B をB っ

ています。また、2012（平成 24）年度からは園部町地域・八木町地域でも実証実験をB い、

2013（平成 25）年度から八木町地域で本Û• B をB っています。 

�

� � ■¦ 共交通利êX3 推移�

� ���� � 度� ���� � 度� ���¡ � 度� ���D � 度� ���� � 度�

バÑ 利êX �
�� ¡�½,�½�� � ¡«� ,���� � ¡�« ,«��� � ¡�¡ ,½��� � ¡�• ,�D�� �

M内ＪＲ駅利êX � １•� � �� ,��D� � �� ,½��� � �� ,��D� � �� ,D«½�� �� ,���� �

���ªü 振興課� �

�

�

����

指標‹� 単位� 現•>�
目標>�

µ� 後� �� � 後�

バÑ 利êX � 
� ¡�• ,�D�� � ¡¡¡ ,•��� � ¡�� ,���� �

M内ＪＲ駅利êX � １•�� 
� �� ,���� � �« ,���� � �� ,���� �

����� �

��	� �


� �
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 ①

①①

① 

  

 ＪＲ

ＪＲＪＲ

ＪＲ山

山山

山陰本線

陰本線陰本線

陰本線の

のの

の複線

複線複線

複線化

化化

化 

  

 

  ○園部B 以_ のš— 化やn 続�t ‰のª© 性の" 上について、市民や?á 市町及Â 「山

† 本—Z: 中部š— 化促進r P 会」などと�� し、引き続き•–h 日本Q ¯ きかけま

す。 

 

 

  

 ②

②②

② 

  

 鉄道

鉄道鉄道

鉄道を

をを

を生

生生

生かしたまちづくり

かしたまちづくりかしたまちづくり

かしたまちづくり 

  

 

  ○‹&º 通< ーミナ& の機能を� 化するため、八木B 舎の改c と、八木B 、吉�B 、園

部B のB�� @i を進めます。 

  ○地域住民などによるB�� の美化活動や見Û り活動などを¢ mします。 

  ○”Œ とのn 続を考慮したバ;º 通の�t ‰Ò 成など、”Œ ª+ $ のª© 性を高めます。 

  ○éê t ø ントのuv と集í によって”Œ ª+ í のÆÇ を促し、•– と�� したéê 振

興をA ります。 

 

 

  

 ③

③③

③ 

  

 バス

バスバス

バス交

交交

交通

通通

通の

のの

の充実

充実充実

充実 

  

 

  ○各地域のニー, を�� した上で、バ;º 通網の• 持と拡« をA ります。 

  ○バ; シ; テ� のª© 性を高めるとともに、通˜ 通Ì におけるª+ 促進や“ ーマt 0 ー

ˆ ーの機会を通じてI 極的にバ; のª+ 促進をA ります。 

  ○誰もがÃ り降りしやすい“ ン; テップバ; の導ë などにz めます。 

  ○8 ラt ブレコー� ーの導ë により、より安‰に配慮した市営バ; の• B を実� します。 

 

 

  

 ④

④④

④ 

  

 多様

多様多様

多様な

なな

な公共交

公共交公共交

公共交通

通通

通シス

シスシス

システム

テムテム

テムの

のの

の整備

整備整備

整備 

  

 

  ○G くの集« が広f な市域に点› し、G くの集« で過š 化、高齢化が進• と見ì まれる

南丹市にとって' 効なÉ 動¢ m方法やº 通シ; テ� の› り方を市民とともにつねに検

討し、Ø 要に応じて導ë をA っていきます。また、s 型‘ � の導ë や" ンˆ マン8 シ

; テ� によるÉ 	 、民� 委託なども検討します。 

  ○h がい$ や高齢$ など、É 動困難な方が安¡ してO õ し社会À Ç できるよう、市が実

� するO õ¢ m# ービ; の« 実をA ります。また、ƒ„… などによる=> • 	 活動を

¢ mします。 

 

 

����

○鉄道™路線バÑ� 積極的� 利êG<G ょうI �

○›^(w 駅�õ つ)K? 駅=3 ポ‡ 捨\™ 路—駐輪�™K<G ょうI �

○高�|Y 進� 集落H² く? みんw= 助8@R9ªü 交通シÑß¥� 考R\ み<G ょうI �

����� �

��������� ! �
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○@日の情—化社会においては、高度な情—基盤がB* # ービ; の提供や市民生活のために

Ø 要® 可欠なものとなっています。 

○南丹市は、市域のfx が難視� 地域であり、民� の� ÛÛ � # ービ; が提供されていない

地域がGF ある状況でした。このため、: 市部との情—Û差をなくし、市K‰ 域でさまざ

まな情—# ービ; をX られるよう、各� 庭や事#å 、‹&� 設をê ¼  t バーで¸Â ¥ ー

ブ& テレビやt ン< ー€ ット# ービ; を提供する、南丹市地域情—通˜ 基盤@i 事# を実

� し、‰市域で� ÛÛ � € ットワークが完成しています。 

○南丹市情—“ ン< ーでは、自Ó放	Ý 組をYN し¥ ーブ& テレビで放º しており、各地域

の暮らしや市民活動に�2 し、市のH 体y を• 成するÝ 組づくりを進めています。 

○高度情—基盤については{­ ・{¬ などQ の活+ が考えられることから、@VGo 的に検

討を進め、u かな暮らしを¢ える« 実した‹& 情—# ービ; を実現していくØ 要がありま

す。 

�

�

����

指標‹� 単位� 現•>�
目標>�

µ� 後� �� � 後�

ＣＡＴＶâd•� ％� ½•� � •�� � •�� �

 

 

. ＦＴＴＨ� Fiber� To� The� Home� ファ‡ バÖ†Š ゥÖ† ザ†ïÖ¥�3 略称I 通信…5X3 基ª 局!

" 各家庭<=c ファ‡ バÖ� 敷$-9 こuI�
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 ①

①①

① 

  

 情報基盤

情報基盤情報基盤

情報基盤の

のの

の整備

整備整備

整備 

  

 

  ○高度情—€ ットワークの活+ を広げるため、市民や事#å に# ービ;Çë を促します。 

  ○情—通˜ 技` の動" を調査し、つねに情—通˜�� の最
 化をA ります。また、” ー

8 、ソ¼トのÌ0 体Y の« 実をA ります。 

 

 

  

 ②

②②

② 

  

 情報

情報情報

情報提供

提供提供

提供の

のの

の推進

推進推進

推進 

  

 

  ○南丹市情—“ ン< ーの自Ó放	Ý 組を« 実し、市のH 体化の• 成と住民のº 流をA り

ます。また、ˆ ー< 放	 の活+ により、B* 情—Ë けでなく、ƒ 象情—やÌÏ 情—、

地域の情—などをきめ細かく配˜ し、市民の方が情—を� 択して取X できる体Y の�

立をめざします。あわせて、î 急£ のÏ 難情—などについてはß ú 放	 や、ˆ ー< 放

	 の配˜ などを活+ し、的� かつ迅速にR えられるようにz めます。 

  ○高度情—基盤を、{­ 、{¬ などさまざまな市民# ービ; に活+ するため、検討を進

めます。 

 

 

  

 ③

③③

③ 

  

 情報

情報情報

情報環境

環境環境

環境の

のの

の整備

整備整備

整備 

  

 

  ○よりG くの市民が高度情—基盤をª+ できるよう、高齢$ などを対象としたパソコン

のX N に? する' � 会などの« 実にz めます。 

  ○t ン< ー€ ットなどの“ キュリティについて、市民に対し啓発を進めます。 

 

 

����

○ケÖìðß レビ�âdG<G ょうI �

○‡‰ タÖ ネッŠ‘Þ=3 犯罪™ウィðÑw ど3 危険�Ù&?ž" 被ò� 防ぐ努力�G<G ょうI �

○情g‘Þ™ 情g 機器操作� つ(\ 家族™仲間同士= 積極的�Ù 習G<G ょうI �
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市民ワークショップでの市民からの意見やアイデア 
 

まちづくりの基本方針「Ò．美しく快
 なまちづくり」に?� した、市民ワークショップ

で市民からõ されたÓ な意見やアtˆ アを掲Ô します。 

�

７．•4< 快適Ï7äå<� 【˜Í& 盤】�

&'()� ÎÏ 意見n Ñæ �

: 市計画のÈ 進 

○4 町それ� れの特徴を生かしたまちづくりを進める。 

○B …はø ランとしていて、もっと人の流れを創るI 夫がØ 要である。 

市街地の« 実 

○B …の通りのÍ きÎÏ をギャラリーにする。 

○Š a º 流会C にコミュニティ; 4 ー; を設9 する（0 ¼ ; やシ; ア

"¼ ィ; など）。 


 é のÌ ‰・ 

• 成 

○? のある
 é を• 持していく。 

○集« を� したり、里山や? 地が• 持されることがf� である。 

○かや¹ き民� の
 é をf� にし、Ì 存する。 

住宅・住�� の

« 実 

○ž 民� シ; ア”$ ; をたくさんつくる。 

○? のある暮らしができる´ ‡ 点› 住のメッ0 にする。 

○Í き� を活+ し、短� でも] � でもœ› できる¤� � 設を@i する。 

� { �� の@i  ○るり� を流れる園部{ を、さらにきれいな{ にする。 

Œ• 網の� 立 ○自Ö ‘Í + レーンをÆやす（速度Y ¸ を設ける）。 

‹&º 通の« 実 

○‘ が•Ö できない高齢$ が� に じこもらないようにする。 

○病院やß 院などにB くº 通手段が� Ì されているまちにする。 

○簡~ に予約できるˆ マン8 バ; が、•î 無! にたくさん’ っている

まちにする。 

○地域でワF ン‘ を• B する。 

○Ã り合いで; ーパーや病院などにB く集« のしくみをつくる。 

○F &¼ 0 ートのような、高齢$ でも•Ö できる* 動自動‘ が÷ 及さ

せる。 

情—通˜ 基盤の 

« 実 

○* j h´ を¡ 配せ1 、通˜ 速度が速く、どこでも€ ットができるよ

うに、情—通˜ 基盤を« 実させて\ しい。 

○¥ ーブ& テレビを活+ し、地域でのÉ 題のきっかけづくりやコミュ

ニティづくり、地域の�� 愛の� 成などに生かす。 

○地域の人• を活+ し、¥ ーブ& テレビでuv ½座を放º する。 
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８．効率的・効果的な行財政によるまちづくり 
 

 

 

 

  



156 
�

����� ���� ���¥¦¥¦¥¦¥¦ §§§§�¨©�¨©�¨©�¨© ª«ª«ª«ª« ¬­¬­¬­¬­ ������ ������ 				
 

 

 

 

 

 

 

○南丹市では、これまでB.* の効Ù 化や経ò の’ 減にz め、持続可能な.* 基盤の構c に

取り組んできました。しかし、人口減少や少子高齢化の進B による社会Ìh ò のÆÇ や‹

&� 設等の| 朽化にÕ う• 持更C ò 等といったf きな課題を抱えていることにÇ え、合併

ö 定á 終了にÕ う地方º < 税の減少が見ì まれるなど、@V の.* の見通しは依v として

厳しい状況にあります。 

○南丹市では、G くの‹&� 設において� 定��$Y 度を導ë しています。@V も市民# ー

ビ; の" 上やB* • 営の効Ù 化をA るため、民� 活力の導ë をI 極的にÈ 進するØ 要があ

ります。 

○市民ニー, のG _ 化にÕ い、市域を" えたü の高いB* # ービ; が求められており、広域

的な取り組みやÅ 隣市町との�� をさらに進めていくØ 要があります。 

〇南丹市総合振興計画の実効性を� Ì するため、「南丹市中�.* 計画」に基づき、持続力の

ある計画的な.* • 営にz めています。 

�

�

����

指標‹� 単位� 現•>�
目標>�

µ� 後� �� � 後�

経常収ä;•� ％� •� .•� �
•� .•� �

� 超Rw( � �

•� .•� �

� 超Rw( � �

�

. 経常収ä;•�ª 方¦ 共団体3 財政: 造3 弾力性�}~-9)K3 指標=?ª 方税†Á 通交付税�

• 心u-9 経常的� 収d さ^9*+ 財èY?
 件費† 扶助費†¦ 債費3 よう� 経常的�ä 出さ^9

経費� ど3 程度充当さ^\(9!3]@I 低8^S 低( ほど財政運営� 弾力性Yy り? 政策的� 使

R9*+ 財èY² くy9 こu� 示-I�

＊財政基盤3 確立3)K? さ"w9 経常的w歳出経費3 抑制™? 企5 誘v™ 定W促進w ど� よ9 税収

確õ3 取り組み� より経常収ä;•3 改善� 目指G\(9Y?øù�• 心�?M3 独ž# 策� 引›

続› 積極的� 推進-9 こuH 必要w こu!"? 目標>uG\
 推計結果�— 限uG\ 定K9I�
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 ①

①①

① 

  

 健

健健

健全

全全

全な

なな

な財政

財政財政

財政運営

運営運営

運営の

のの

の推進

推進推進

推進 

  

 

  ○南丹市総合振興計画の実効性を� Ì するため、「南丹市中�.* 計画」に基づき、.*

基盤の� 立に" けた計画的な.* • 営にz めます。 

  ○‹&� 設等の�� に? しては、• 持・S 廃合・]ä• 化等を計画的にÈ 進し、最
 な

配9 をB うとともに、.*þ � の軽減と平準化をA ります。 

 

 

  

 ②

②②

② 

  

 行

行行

行財政

財政財政

財政改

改改

改革

革革

革の

のの

の推進

推進推進

推進 

  

 

  ○事務事# については、そのØ 要性やò + 対効果を検証しながら見- しをB います。 

  ○地域の活力と民� 活力を生かし、.* の効Ù 化や# ービ; の" 上をA るため、南丹市

の現状や地域特性に合った地域Q の委託及Â 民� 委託や� 定��$Y 度の導ë などを

B います。 

  ○B* P = の¸ 果を¹º できる実� 体Y を@え、各種� 策に¹º させることにより、市

民Y 足度や成果重視の視点にたったB* # ービ; を進めます。また、P = にあたって

は、若$ をはじめとする市民や' 識$ のP = をI 極的に取りë れるようz めます。 

�

 

  

 ③

③③

③ 

  

 広域連携

広域連携広域連携

広域連携の

のの

の推進

推進推進

推進 

  

 

  ○[K O のè 自治体と広域で�� することにより事務事# の効Ù 化がA れるä 合には、

広域�� ・r 力体Y を構c していきます。 

 

 

����

○• 頃!"M3„ 財政•‚�p 心� 持ち<G ょうI �

�

 

����

○jkM• 期財政計画����½ã���� � 度��

○· ¡ 次jkM„ 政改革Ž 綱�����ã���� � 度��

○jkM¦ 共#$€	@ 管o 計画�����ã���« � 度��

○jkM 職員適正| 計画�����ã���� � 度��
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○厳しい社会経済情勢や市民ニー, のG _ 化を� 
 として、B* はより効Ù 的な組K• 営が

Ø 要とされています。 

○市民の視点に立ったB.* • 営ができるよう、N• の意識改革や能力" 上とその力を最f

¸ に発揮できる体Y づくりが求められています。 

○B* は、市民と情—を&' しながら市* を• 営していくことが求められています。情—‹

u をÈ 進し、市のさまざまな活動を市民に¿ � するØ 要があります。 

○B* がÌ ' する� 人情—を
 正に取り# い、また、自Q に? する� 人情—のu � ・$ 正等

をƒ 求する権ª をÌh することによって、� 人の権ªª ® のÌe をA るØ 要があります。 

○‹&� 設については、Ì '� 設の総ó や� l の• 持�� 経ò の%ê をA りつつ、� 設が提

供するB* # ービ; の• 持・« 実をA ることが求められています。 

○市民のª© 性が高まるJ 舎Þ 設を進めるØ 要があります。 

 

 

����

指標‹� 単位� 現•>�
目標>�

µ� 後� �� � 後�

„ 政サÖ ビÑ�° 足G\(9
3]@ � �

（「†Ú らかといえば」を含む） 

�  28� 0  33� 0  38� 0  

± 報± 聴会参加者数 人 278  410  580  

i 市\TUjk による  
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���� ��� �� ��� ZZZZ 政組織政組織政組織

政組織��� �b*Mb*Mb*Mb*M� �� � 職員
職員職員

職員��� �¦� ¦�¦� ¦�� ���

  Ï 市民の立ä に立った# ービ; が、Í" に対応ができる効Ù 的な組K• 営により、B*

# ービ; の" 上をA ります。また、N• 定• の
 正な�� をB います。 

  Ï 各N• が市‰体を見& し、市のH 体y を高めつつ、各地域の現状や課題� Â 地域â '

の市民ニー, を的� に�� し、
� にN 務' B するよう意識改+ をA ります。 

  Ï 地方分権に対応したS 題意識を持ち、Í f 性を高め、I Å 的、Ó 体的にB 動するN•

をÑ 成します。また、市民や地域の活力をmきõ し、no ¢ m・� T や各t の調@が

できる人• となるよう¾ü の" 上をA ります。 

�

���� ��� �� ��� 情報情報情報情報••• • 開
開開

開��� � 電
電電

電Ô7Ô7Ô7Ô7 治
治治

治°°° °� �� �©ª©ª©ª©ª� ���

  Ï 市* 情—については、広—紙や%ー� ページ、� ＡＴÓ などそれ� れの特性を生かし

て、市民にとってわかりやすくª+ しやすい情—を
£ QÎ できるようにz めます。 

  Ï 市の.* 状況など、B* + ø をG く+ いるš L な情—についても、可能な¸ りわかり

やすいÇ 現にz め、よりG くの市民に現状を’ ってもらうようz めます。 

  Ï 情—‹ u,- � Â� 人情—Ìe,- の
 正な•+ にz めます。 

  Ï B* 手続やJK 情—シ; テ� の* 子化をÈ 進します。 

 

���� &&&&���� 施設配施設配施設配

施設配��� �� �� � 見直
見直見直

見直˜�˜�˜� ˜� 庁舎

庁舎庁舎

庁舎��� � 整備
整備整備

整備����

  Ï 各地域にある� 設について' 効活+ をA るため、Ü ( の� 設について、� 機能Q のÖ

+ 、S þ 合など� 設¥ 9 の見- しを進めます。また、Í き; ペー; を市民活動Q u õ

するなど、地域活性化のための活+ をA ります。 

  Ï まちづくりの‡ 点であるJ ü （本J ・¢å ）については、市民# ービ; の" 上、B*

機構とN 務¥ 9 、{­‡ 点としての�� などを) Mし、機能や&1 の上で、これらに

対応したJ ü の@i を進めていきます。 

 

 

 

  

 

9 南丹市の市¥ に/ いて、—に5:‹h をàp て参Õ する‹h をàÚ まし; D 。�

9� ンÃ ートやパブリ# ク�@ ントへ‹ › を寄‡ まし; D 。�

 

 

 

  

 

9 第 3 å 南丹市行¥ u 革大¥ （2017～2021 年2 ） 

9 南丹市人材育成�� � 針 

����� �

"#$��%&'() �

��������� ! �
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 めざす! きまちの将来像の実現に" けた取り組みは、B*Ë けが進めるものではありませ

ん。「自g ・& g ・‹ g 」による「hi 性のL j 」に基づき、南丹市に? わるす! ての人がま

ちづくりにÀ 画することが求められます。 

 このことから、市民・各t D 体・事#$ ・B* 等は、それ� れ以下のような�� 分� のも

と、十分なr 力・�� をA りつつ、H 人ひとりができることからB 動をr こし、r¯ による

まちづくりを進めていくØ 要があります。 

 

 ■「…†‡ のˆ‰ 」に基づくp
 のまちづくりのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

������  

��	

��	

�
	
��	

�����
#$%&'()* +,�

-./0123456�7�

�& �
�����

-./0123��
89:�;<�7�

'( �

�����
-./01234=> ,�

?@%A�BC4DE�7�

各種 
地域団体 

���	

����	
（ＮＰＯ・ボランティア） 

趣味サークル 

���	

���	 ��	
��	



161 
�

�����QRST


 

��� �� �� ��ÊËÌÍ�ÊËÌÍ�ÊËÌÍ�ÊËÌÍÎÏbt
É#ÎÏbt
É#ÎÏbt
É#ÎÏbt
É#i—ÁÂ i—ÁÂi—ÁÂi—ÁÂ� ���
 本計画を着実にÈ 進していくため、„ Ò� Ａ#t ク& に基づく進B�� により、効果的・

効Ù 的なB* • 営につなげます。各�� 計画等における進��� との@合をA ることはもち

—ん、O 部�� の変化や市*‰ %の動き等をÈ まえ、B*K 部の視点Ë けでなく、O 部から

の視点も取りë れ、市民À Ç のもと総合的に進� 度と) 成状況を� 認し、
� な改à をB い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��� �� �� �� �� ��� ���� ��� �� �ÐÑÐÑÐÑÐÑ� �� �AAAA����
第 2次南丹市総合振興計画は「基本構想」「実� 計画」の 2 � により構成しており、„ Ò�

Ａ#t ク& による進B�� 等に基づき、次のとおりとします。 

��� �� ��� 基本基本基本基本��� � 想
想想

想����

5 年をめどに見- しできるものとします。 

��� �� ��� ³³³ ³ 施
施施

施������ �� ����

3 か年の計画を1 ーリン2 方3 により4 年度策定します。 

 

9 �� 構5 を[7 する（構5 の中+

年に› 直し、u 訂版を[7 する²

ともß 能）。 

9 実施ÔÕ を[7 する（毎年2 ）。 

9 �� 施[ や施[©ª プ� ? ェク

トに�º き、事業を実施する。�

9 市� と«k しながら事業を実施

する。�

9ef ¯ Ø に�º き、施[ や事業、

施[©ª プ� ? ェクトの�� Ì

をž 討する。�

9 Ã 算¶ 成、R J� Ø な† を› 直

し、uv する。�

9 �� 施[ 及び施[©ª プ� ? ェ

クトの: 捗状況（事業の成Ø・F

: の¬ 理等）を毎年2 把握する。�

9 7åÇ に市� ‹h 調査（� ンÃ ー

ト）を実施し、市�� ーò を把握

する。�

9 �� 構5 の中+ 年に、市� ワーク

Aé # プ等を™š し、市� が構5

をef する。�

��������	


���
�	


���������	


����������	
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��� �� �� �� �� �5Ò()5Ò()5Ò()5Ò()
ˆ�‰ 
ˆ�‰
ˆ�‰
ˆ�‰� ���
 人口減少や少子高齢化、地域コミュニティ機能のá 下などが進• 社会経済情勢の中で、ま

ちの課題はG _ 化・š L 化しており、分� をまたがった課題がG くなってきています。 

 本計画は、基本的には基本方針
 と基本� 策
 とに事# を¼ u していきますが、µ なる基

本方針の基本� 策を�� させることにより、n 乗的な効果が生まれ、効果の" 上が見ì まれ

る取り組みについて、「� 策�� プ1 ジェクト」として89 づけ、B* �Œ 部署の�� のみな

ら1 、市民や?á 機? ・D 体、事#$ 等とも�� し、r¯ によるÈ 進をA ります。 

 

��� �� �� �� �� �5Ò()5Ò()5Ò()5Ò()fÓÔÕbÖfÓÔÕbÖfÓÔÕbÖfÓÔÕbÖ� ���
 次の５つのプ1 ジェクトを掲げ、@V の社会経済情勢や市民ニー, の変化等に対応し、見

- しをA るなど* £ 設定できるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��� �$ $$$� �� �5Ò()5Ò()5Ò()5Ò()fÓÔÕbÖ�fÓÔÕbÖ�fÓÔÕbÖ�fÓÔÕbÖ�×iØÙ ×iØÙ×iØÙ×iØÙ� ���
 各プ1 ジェクトについては、プ1 ジェクトÓ�Œ 課を中¡ に実�; ¥ ジュー& を策定し、

事# の+ 度、優T 性およÂ.* 状況等に基づき、1 ーリン2 方3 による見- しをB いながら

実� します。 

 

���� ��� � 施策
施策施策

施策ÉÊÉÊÉÊÉÊ†††† ロ
ロロ

ロ��� � ェ
ェェ

ェ}^}^}^ }^Ì ÌÌ Ì ケ
ケケ

ケ��� � ュ
ュュ

ュ


 
 ル
ルル

ル����

�� �� ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���	 � ���
 � ���� � ���� � ���
 �

�• 連携ƒ

„ ジェ’ ト�

 

 

 

 

 

 

�������� 	
�
�
��
����������� �

�������� ����������� !������ �

������"� #�$�%&'()*+,-������ �

������.� /0123456�7�8+*9������ �

������:� ;	
�
<=9>?��@*AB9������ �

„) リン…] 式0˜4ƒ„ ジェ’ ト����

�

�
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��� �� ��� 1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆÐ ÐÐÐ幸幸幸幸��� �¨ˆ¨ˆ¨ˆ ¨ˆ こう

こうこう

こう


 
 都
都都

都gggg†††† ロ
ロロ

ロ��� � ェ
ェェ

ェ}^}^}^ }^ ����

 û ãä• のåæ に" けて、地域² るみの「û ã づくり」、û ã な暮らしを¢ える「地域コミ

ュニティの活性化」をø ー; に、南丹市のu かな? N½ を通じた「B とû ã 」、? # やº 流事

# などQ のÀ Ç を通じたC たな「生きがいづくり」をÈ 進し、û ã Æ進が地域経済の活性化

につながる取り組みについても•ž を進めます。 

�

 C Q
RS 例 

9 � R • � 、事業者、大学、医療P 関等と©ª した、健i º%
 や0,Ã’ の@�� ーの¡ 実 

9 健i º%
 に/ ながる地域でのスƒ ー¼のÖ: と地域の/ なが
º%
  

9 ‰† もから� 齢者まで、ライ• ステー? に合Þ ‡ たo 育のÖ:  等 

 

 C 関© する�� 施[  

◎

◎◎

◎健康

健康健康

健康づくりの

づくりのづくりの

づくりの推進

推進推進

推進 

  

 

⇔地域福祉のÖ: ／地域医療� Ø の¡ 実／社会保& の¡ 実／-. や t 教育の¡ 実／ 

学校教育の¡ 実／生b スƒ ー¼環境の¡ 実／地域���� テ� 活I の活Ì 化／ 

ë 業の¦] ／林業の¦]  等 

 

 

��� �� ��� �œ�œ�œ�œ��Cm��Cm��Cm��Cm+x +x+x+xR¤R¤R¤R¤DEFDEFDEFDEF† ††† ロ
ロロ

ロ��� � ェ
ェェ

ェ}^}^}^ }^ ����

 次Ó¤ を� う子どもたちを、地域・� M・ÌÏ が�� ・r¯ してÑ んでいくために、w ざ

す子ども像や地域の› り方を&' し、その実現に" けそれ� れの�� を果たすことで、地域

Q の™着を
 めた南丹市の将来の� い手Ñ 成につなげていきます。 

 

 C Q
RS 例 

9 地域� ーX�> ーz ーの( ” に
 る学校と地域の©ª K 化の促:  

9 地域資源の活用や地産地a な† をTU た、地域への理� と
 着を• める教育プ� グラムの¡ 実 

9 市l の事業者や大学等をÅ き込>� 、魅mある教育プ� グラムの¡ 実 等 

 

 C 関© する�� 施[  

◎

◎◎

◎学校教育

学校教育学校教育

学校教育の

のの

の充実

充実充実

充実／

／／

／家庭

家庭家庭

家庭や

やや

や幼児教育

幼児教育幼児教育

幼児教育の

のの

の充実

充実充実

充実 

  

 

⇔Ä � 年の健全育成／地域���� テ� 活I の活Ì 化／«k のまÚº%
 のÖ: ／ 

‰育て支# の¡ 実／r 業の¦]  等 
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&&&&���� GxGxGxGx ご
ごご

ご��� �° °° ° 験
験験

験•ž•ž•ž •žÎ
 Î
Î
 Î
 リズム

リズムリズム

リズム†††† ロ
ロロ

ロ��� � ェ
ェェ

ェ}^}^}^ }^ ����

 B*K 部のéê ・�� ・? # ・¶ # などの各分� での�� ・r¯ Ë けでなく、民� 事#$

や地域D 体、fÌ との�� ・r¯ は® 可u です。G _ な視点からアtˆ アをõ し合い、魅力

的な体…プ12 ラ� のW画・• 営を通じて、地域経済の活性化をA っていきます。 

 

 C Q
RS 例 

9 京都丹波�ˆ 国7 公園等の自然資源を多面Ç に活用した�_ プ� グラムの¡ 実 

9 市l� 地域の資源を/ なK たæ遊ê¼� ープ� グラムの¡ 実 

9 市l の事業者や大学、w芸- 等と©ª した、新たな�_ プ� グラムの¡ 実 等 

 

 C 関© する�� 施[  

◎

◎◎

◎観光

観光観光

観光の

のの

の振興

振興振興

振興／

／／

／エコツーリズムの

エコツーリズムのエコツーリズムの

エコツーリズムの推進

推進推進

推進 

  

 

⇔ë 業の¦] ／林業の¦] ／w 業の¦] ／r 業の¦] ／¼ g 活I のÖ: ／自然環境の保全／ 

地ã 環境の保全／資源O 環ê 社会の形成／伝” 文化のu 承／公P¼T の¡ 実 等 

 

 

BBBB���� Œ�~Œ�~Œ�~Œ�~ マ

ママ

マÌÌÌ Ì を
をを

を中心

中心中心

中心�˜‰�˜‰�˜‰�˜‰ グリ

グリグリ

グリ
]
]
] 
]† ††† ロ
ロロ

ロ��� � ェ
ェェ

ェ}^}^}^ }^ ����

 バt" マ; などの� €& � ー¾¿ としてのª 活+ を広げていくことで、? §# の活性化や

事#$ や� Mでの� €& � ーの地Ö 地ñ を進め、さらに¾¿ ‡ � をテーマとした�� Ì S な

どにつなげることで、地域経済の活性化や市民活動の活性化などにつなげていきます。 

 

 C Q
RS 例 

9 資源O 環を促す3 イ4 マス9 活用のWX ル事業の· 入 

9 3 イ4 マスを含めたµ 生ß 能½ > ルà ーの公P 施設等での9 用促: のž 討 

9 3 イ4 マス事業をテーマとした環境学= や観光¦] 、½ � ¼ーリò ム等への活用 等 

 

 C 関© する�� 施[  

◎

◎◎

◎地球環境

地球環境地球環境

地球環境の

のの

の保全

保全保全

保全 

  

 

⇔自然環境の保全／資源O 環ê 社会の形成／下ÛÉ の¡ 実／½ � ¼ーリò ムのÖ: ／ 

観光の¦] ／ë 業の¦] ／林業の¦]  等 

 

  



165 
�

III I� ��� 「「「「1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ1ˆ‰ˆ ブ

ブブ

ブ‹]‹]‹] ‹] ド

ドド

ド」

」」

」†††† ロモ
ロモロモ

ロモ
„…]†
„…]†
„…]†
„…]† ロ

ロロ

ロ��� � ェ
ェェ

ェ}^}^}^ }^ ����

 � 性ある市K 各地域の¾¿ を生かし、おÃ いをh い合う「なんたんブラン8 」を通じてG

くの人を™Âì み、市K のÖ# を活性化させ、定住促進やéê 振興、? §# の振興やu かな

自v �� のÌ ‰などにつなげていきます。B*Ë けでなく、éê や? # 、自v �� に? わる

事#$ や地域D 体、市民活動D 体など、幅広い?á Ó 体との�� ・r¯ で取り組みを進めて

いきます。 

 

 C Q
RS 例 

9 個Ì ある市l� 地域の資源を/ なK 、南丹市全� をテーマとしたブランドイ@ー?º%
  

9ë 林業、伝” w芸、自然�_ な† 、°± い�_ プ� グラムのパ#Ã ー? 化とその¡ 実 

9 京野菜の優良産地に/ いてのï ë や、ë 産µ を生かした６B 産業化のÖ:  

9 丹波ブランドとの©ª に
 る「な> た> ブランド」º%
 と情報Š œ 等 

 

 C 関© する�� 施[  

◎

◎◎

◎観光

観光観光

観光の

のの

の振興

振興振興

振興 

  

 

⇔ë 業の¦] ／林業の¦] ／w 業の¦] ／r 業の¦] ／«k のまÚº%
 のÖ: ／ 

¼ g 活I のÖ: ／自然環境の保全／景観の保全・形成 等 

 

 

 

 

 

 

 

 


